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　　　　　　　　　　　刊行のことば

　本書は，昭和43年度における研究および事業の経過について述べたもので

ある。

　43年度に刊行したものは次の通りである。

　　　　家庭における子どものコミュニケーション意識（報告33）

　　　　電子計算機による国語研究（＃）　（報告34）

　　　　国語年鑑（昭和43年版）

　　　昭和44年11月

　　　　　　　　　　　　　　　　国立圏語研究所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩　淵　悦　太　郎
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昭和43年度の調査研究のあらまし

本年度の研究項昌および分担は次の通りである。

　（1）全国方言文法の対比研究

　②　X線像による調音運動の研究

　（3）語の意味・用法の記述的研究

　　　　　　　　　　　　　　一画面・形容詞画一

　（4）　日本言語地図作成のための研究

　　　　　　　　　　　一作図ならびに検証調査一

　（5）中学生の言語習得に関する研究一漢字習得一

　（6）就学前児童の言語能力に関する全国調査

　⑦　言語の蓑現機能と伝達効果の研究

　（8＞明治時代語の研究

　　　　　　　　一一明治初期における漢語の研究一

　（9）電子計算機による虚語処理に関する基礎的研究

　⑩　祉会構造と言語の関鎌についての基礎的研究

　⑪　現代語の表記法に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　一送りがな・漢字一

　㈱　電子計参駐機による語彙調査

　　　　　　　　　　　　　一一新聞を資料とする一

　⑬　国語および国語問題に関する梼報の収集・整理

話しことば研究室

話しことば研究室

書きことば研究室

地方言語研究室

国語教育研究室

国語教育研究室

雷語効果研究室

近代語研究室

第1資料研究室

第2資料研究室

第3資料研究室

言語計量調査室

（1）全国方言文法の対比研究……前年度までの調査結果の整理を始めるとと

　もに，甥の二種類の臨地繭接調査を，地点の数をふやして行なった。な

　お，各地方言の録音を文字化したテキストを作成した。

（2）X線像による調音運動の研究……標準語の個々の音節を発音するさいの

　X線映画フィルムを作成し，調音運動の分析を行なった。
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⑧　語の意味・用法の記述的研究一動詞・形容詞等～……前年度に続いて，

　語の意味を区冠する特徴について分析・記述した。なお，動詞・形容詞の

　用例カードの補充として約6万枚を採集・整理した。

〈4）床本言語地図作成のための研究一作図ならびに検証調査一……『日本言

　語地図』第4集（生活・農業に関する名詞などの言語地図50面と，調査地

　点の産業図1葡）の編修のための作業を行なった。なお，この資料の位置

　づけ，意味づけのための検証調査を新潟娯糸魚川市で実施した。

（5）中学生の言語習得に関する研究一漢字習得一……これまでに実施してき

　た諸調査の結果を分析整理し，さらに事例調査の対象となった生徒の金教

　科にわたる使用教科書の漢字提出状況を調査した。これらの結果をまと

　めるため，報告書『申学生の漢字習得に関する研究』の執筆を始めた。な

　お，中学校卒業段階で問題を持ち越した漢字についての読み書き能力など

　をみるため，卒業直前の高校生について調査を実施した。

⑥　就学前児童の言語能力に関する全国調査……前年度に実施した交宇治の

　調査結果の処理を進めるとともに，新しく語彙力の調査を行なった。対象

　として，東京，東北，近畿各地方の幼稚園から延べ36園，9i8名の就学前

　児童，　（4。5歳児クラス）を抽出し，基本的な語の理解水準をテスト法

　によって明らかにした。一一方，被調査園，家庭を対象にアンケート調査を

　実施し，就学前児童の心懸生活に関する実態を調査した。

（7）書舗の表現機能と伝達効果の研究……「言語表現における場面の効果の

　研究」と「文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究」とに分かれ

　る。前者は，本年度から「主語の形式」と「述語の形式」とを並行して分

　析しはじめた。後者は，二つの幼稚園から年中児，年少児の資料を録音採

　集し，また，これと男取ご自由な場面での幼児の発話も録音採集して，それ

　ぞれ文字化した。なお，採集ずみの資料に基づいて，文末形式の種類と名

　詞の格の使い方とについて分析を進めた。

〈8）明治時代語の研究一明治初期における漢語の研究一……明治初期の各種

　文献に現われた漢語の実態を調査し，現在の漢語と比較対照するために，
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　①漢語に関する著書・論文目録の作成，②翻訳小説『花柳春話』の用例採

　集とその分析，③近代語交献資料の調査などの研究を行なった。

（9）電子計算機による言語処理に関する基礎的研究……前年度まで，主とし

　て理論的墨取を研究してきた課題のうち，①雷語単位の自動分割，②漢字

　の自動解読，⑧活用形の終止形変換，④層別，類別語彙表の作成システム

　等について，実際のシステム設計と実験とを行ない，所期の結果を得るこ

　とができた。

⑩　社会構造と言譜の関係についての基礎的研究……鳶解F度に引き続き，福
　　　ほばら　　　　　　　　　　　も　にわ

　島県保原地区および茂庭地区について，音韻体系と文法体系の補正調査を

　行ない，また，録音資料について分析した。さらに，東北・九州地方にお

　いて，参照調査を行なった。また，社会構造と方言語彙との関係をみるた

　めに，親族語彙，特に懸樋駆をさし示す鯉言を中心に調査した。

⑪　現代語の表記法に関する研究一送りがな・漢字一……「丈字使用の実態

　調査」と「新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究」とに分かれる。前

　者は，前年度調査した結果の集計作業を進め，結果表の作成と分析とを行

　ないつつ，報告書のまとめにとりかかった。後者は，前年度に引き続き，

　長単位語データによる機械処理に重点を綬いて実施し，いくつかの漢字表

　を作成した。また，それに基づいて漢字の難事構造に関する実験的な分析

　を行なった。

働　電子計算機による語彙調査一一新聞を資料とする一……前年度に引き続

　き，新聞語彙調査の作業を実施し，全体の三分の一に当たる一紙一年分に

　ついて，中間的な結果をまとめるために，短単位語の処理を中心として行

　なった。なお，長単位語について，簡易五十音順表，度数順層別表，層内

　順位表などの語彙表を作成した。

〈⑧　国語および国語問題に関する情報の収集・整理……例年の通り新聞・雑

　誌・単行本について調査し，『国語年鑑』の資料として整理したQ
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本年度の研究組織は次の通りである。（昭灘3年4月1臼現在）

◇第1研究部　　部長

　言舌しことば研究室

　書きことば研究蜜

　地方雷語研究室

◇第2研究部　　部長

　岡語教育研究室

　言語効果研究室

〈〉第3覆F究音1～　　部長

　近代語研究室

◇第4研究部　　部長

　第1資料研究室

第2資料研究室

第3資料研究室

需語計量調査室

　野元　菊雄

上村　幸雄（室長）

西尾　寅弥（室長）

徳州　宗賢（室長）

　輿水　　実

芦沢　　節（室長）

天野　　清　　中村

高橋　太郎（室長）

　斎賀　秀夫

斎賀　秀夫（室長）

　林　　四郎

田中　章夫（室長）

中野　　洋

飯豊　毅一（室長）

石綿　敏雄（室長）

林　　四郎（室長）

高田　正治

宮島　達夫

佐藤　亮一　　高田

村石　昭三

大久保　愛

誠

根本今朝男

飛田　良文　　松井　利彦

南　　不二男　　江翔　　清

渡辺　友左

土屋　儒一　　野村　雅昭

斎藤　秀紀　　木村　　繁
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全国方言文法の対比研究

A　目　的・意　義

　日本語の方言の交法を，相互に，また，標準語と比較できるかたちで，研

究する。そのために，国立国語研究所地方研究員の協力をえて，沖縄をふく

む全国の網干について，統一一的な方法による調査をおこなう。研究の重点

を，方言の文法現象のうち，交の述語としてもちいられる各種形式の形態論

的構造の記述におく。

　この研究の澤的は方言の文法について，統一的な方法による全国的規模の

調査をおこなうことによって，今後の，方言および標準語の文法の各種の研

究に必要な基礎資料をえることである。また，えられる資料は，方言地帯に

おける三囲語教育を改善するためにやくだっはずである。

　なお，この研究は，地方言語研究室が昭和38年からおこなってきた「各地

方雷の共通語との対照的研究」をひきつぐものである。

B　担　　当　　老

　企画と運営とは，話しことば研究室の上村幸雄が担当し，衛藤蓉子がこれ

をたすけた。調査は，研究所の委嘱にもとづき．つぎにしるす49名の国立国

語研究所地方研究員がおこなった。また，上村幸雄は調査の一部をおこな

い，調査結果の分析の作業には，主として衛藤蓉子があたった。

　昭和43年度国立国語研究所地方研究員

担当地域

北　海　道1

北　海　道2

青　　　森

岩　　　手1

氏 名

雄
誠
宙
忠

編

垣
藤
本
μ

石
佐
松
坂

　　　所属機関名〈職名〉

　札幌市立東栄中学校〈校長〉

　札幌大学外国語学部〈教授〉

　弘前学院短期大学く助教授〉

　岩手県立教育センター〈研究員〉
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岩　　　手2

秋　　　田

宮城・山形

福　　　島

茨城・千葉

栃　　　木

群馬・埼玉

東京1・
神　奈　Jll

東
新
石
富
福
山
長
鼓
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
霊
鳥
島
岡
広

歌

ウ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

京
潟
州
山
弁
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
罐
良
山
野
根
山
島

佐　藤　　　亨

北条忠雄
加　藤正　信

渡　辺　義　草

野　林　正　路

多々良　鎮　男

外　山　暁　次

後　藤　和　彦

大　島　一　郎

剣　持　隼一郎

岩　井　隆　盛

州　本　栄一郊

佐藤　　　茂

清　水　茂　夫

馬　瀬　良　雄

谷　開　石　雄

日　野　資　純

出　田　達　也

慶　谷　寿　信

奥　村　三　雄

遠　藤　邦　三

障　部　　　弘

和　田　　　実

西　宮　一　民

村　内　英一

鏡　味　明　克

広　戸　　　惇

虫　明　吉治郎

近　藤　四　郎

　県立一関箆一高等学校〈教論〉

　秋田大学教育学部〈教授〉

　東北大学文学部〈助教授〉

　福島大学教育学部〈講師〉

　千葉大学留学生部〈助手〉

　宇都宮大学教育学部く教授〉

　埼玉大学教育学部〈助教授〉

　フェリス女学院大学く助教授〉

　東京都立大学人交学部〈助教授〉

　県立柚織高等学校〈教論〉

　金沢大学法文学部〈敦授〉

　金沢大学教育学部〈講師〉

　福井大学教育学部〈教授〉

　由梨火学教育学部〈教授〉

　信州：大：学人文学部く助教授〉

　県立鼓纂北高等学校く教諭〉

　静圏大学人文学部く助教授〉

　名古屋布立大学教養部く助教授〉

　東京都立大学人文学部〈講師〉

　岐阜大学教育学部〈助教授〉

　光華女子大学く講師〉

　大阪教育大学〈助教授〉

　神戸大学教養部く助教授〉

　皇学館大学く教授〉

　和歌由大学教育学部く教授〉

　岡山大学教育学部〈講師〉

　島根大学交理学部く教授〉

　県立岡山操山高等学校〈教諭〉

　県立呉宮原高等学校〈教論〉
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出
雷
兵
愛
高
福
佐

雷州・徳島

畏

児

熊
大
嘗
鹿
沖
沖
甲
マ
　

Ψ
￥
　
、
望

　m　　佐　藤　虎　男

　　　　三口　　藤　　イ言　　H召

庫2
　媛　　杉　出　正　世

　知　　土　居　重　俊

　岡　　岡　野　信　子

　賀　　神　部　宏　泰

崎｛嚢∴郎康毒

　本　　秋　山　正　次

　分糸井寛一
　綺　　岩　本　　　実

　島　　上　村　孝　二

　縄1　仲宗根　政　善

　縄2外間守善
　縄3　大　城　　　健

　縄4比慕成子
　縄5　加治工　真　市

呉工業高等専門学校〈助教授〉

徳島大学教育学部く助教授〉

新田高等学校〈教諭〉

高知大学教育学部く教授〉

甲立若松高等学校く教諭〉

熊本女子大学く助教授〉

長瞬大学教育学部〈助教授〉

長騎大学教育学部〈助教授〉

熊本大学教育学部〈助教授〉

大分大学教育学旧く助教授〉

宮崎大学教育学部く教授〉

鹿児島大学法文学都〈教授〉

琉球大学文理学部〈教授〉

法政大学文学部〈教授〉

琉球大学文理学部〈助教授〉

沖縄工業高等学校〈教諭〉

浦添高等学校〈教諭〉

C　本年度の経過

本年度は，つぎの2種類の調査をおこなった。

調査皿……調査1の調査項自の抜粋からなる調査で．約40項涌。調査地点

　　　は全国で37か所。（なお，調査iについては年報18，18ページ以下参照）

調査W……本年度はじめておこなった調査で，調査項揖数は8王。文の述語

　　　以外の位置にたつ名詞の文法的な形態（いいかえれば主として名詞

　　　につく各種の助詞の用法）をしらべることをおもなねらいとし，調

　　　査1で調べた述語の位躍にたつ用言・体言の文法的形態についての

　　　文例をえることを副次的なねらいとする。標準語的ないいかたをし

　　　るした文を被調査者にしめし，これを方言になおしてこたえてもら

　　　つた。調査地点は全心で92か所。そのほとんど全部が調査1または
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　　　　調査班の調査地点とかさなる。

　二つの調査は，いずれも所定の調査票にしたがって臨地面接調査法によっ

ておこない，調査渚は調査結果を整理票，整理カードに記入して，これを話

しことば研究室に報告した。

　また，本年度は調査1の調査結果の整理をはじめた。

　また，これまで，「各地方言の共通語との対照的研究」（年報15，16，17を

参照）、「全国方言’文法の対比研究」の期間を通じて，方言文法研究のための

良質な資料をえることを目的として方言の録音と文字化したテキストの作成

とを，地方言語研究室，話しことば研究室の室員の手で，また，外部の研究

考に委託して，すすめてぎたが，43年度までにつぎにあげるテキスh（「方

言録音資料シリーズ」として謄写印刷）の作成をおえた。

シIJ　一ズナンバー

　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10

　　　11

　地　点　名

鹿児島市

宮崎県都城市

鹿児島県川辺郡笠沙町

岐阜県不破郡壷井町岩手

高知市朝倉米田

秋田県男鹿市脇本

鹿児島県熊毛郡上屋久町宮之浦

高知県1瞬多郡大方町

石川県羽咋郡志雄町荻市

愛知県小牧市藤島

京都市

D　今後の予定

　編　者　名

地方言語研究室

話しことぽ研：究室

上村孝：二

奥村三雄

土居璽俊

北条忠雄

上村孝二

土居重俊

岩井隆盛

山田達也

臥しことば研：究室

　44年度には，調査結果の整理をすすめ，報告書を執筆する。報告書の刊行

は45年度になるみこみである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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L

X線像による調音運動の研究

A目的・意義
　標記の研究は，話しことば研究室が継続的におこないたいとかんがえてい

るH本語音声の研究の一部をなすものである。音声の研究は，現代H本語の

音声の音韻論上の個々の問題，表現的な個々の特徴，指導法などをあきらか

にすることを屠的としておこなう。おもに標準語の音声を分析の村象とする

が，今後は比較の必要から，方言や外国語の音声，また，病的異常のある音

声も対象とすることがありうる。

B　担　　当　　老

詣しことば研究室の上村幸雄と高田正治の2名が担当した。

C　本年度の作業

　本年度は，昨年からつづけてきたX高詠による調音運動の研究をつづけ，

標準語の個々の単音を発音する際のX線映画フィルム像の分析をおこなっ

た。

D　今後の予定

上の研究は44年度もつづける。また分析結果の一部門44年度中にまとめ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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語の意味・用法の記述的研究

　　　一動言司・ヲ1多容詞等一一

　　　　　　　　　　　A　目　　　　　的

　現代語の動詞・形容詞等の意味・用法を，言語作品の中で実際に使われた

用例によって分析・記述すること。

　　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　動詞は宮島達夫，形容詞等は下尾寅弥が担当し，高：木翠が作業を助けた。

　　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　この研究は昭和39年度に始められ，大最の用例カードを作成してから，一

語一語についてのくわしい記述を行なった（各論と仮称）が，それは41年度

で打ち切り，42年度から動詞全体，形容詞全体にわたる体系的・関係的な記

述を目ざす総論にとりかかった。

　　　　　　　　　　　　D　本年度の作業

　昨年度につづいて，語の意味を区別する特筆について分析・記述する仕事

を進めた。

　なお，用例カードの補充として，科学説明文・論説文から動詞・形容詞等

を約6万枚採集整理した。　その作晶名は年報19（昭和42年度）の7・8ペー

ジにかかげられているものと同一である。

　この作業にあたって，作業補助表の仕事の速度を測った記録を次にかかげ

る。　（測定とその記述は宮島達夫が行なった。）

　　作業能率についての報告

　今後の作業の際の参考として、今圓カードを追加したときにしらべた作業

の能率を記録しておく。作業者A・B・C・D・Eは，みな女子学生（大学
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2・4年生）であり，記録は，作業をはじめて数日して，ややなれたころの

特に指定した1時間の作業結果についてである。一州じゅう作業をつづける

ばあいには，これよりも多少能率がおちるだろう。

〔採集〕

　あらかじめ○印をつけてある原本と見くらべながら，1語につき1枚ず

つ、印をカードに転写していく作業Q

（作業巻）（作品）　　　　　（カードの種類）　（採集した語数）

　　A総長就業と廃業　 33　　658
　　B　　人格主義　　　　　　　　46　　　　　　709

　　A　　ものの見方について　　　54　　　　　　969

この作業には，採集励みずからの検査もふくまれている。ただし，ここで行

なった検査は，はじめから1語1語をつき合わせるのではない。原本には，

1種類のカードから何語ずつ採集しなければならないかが書きこんである。

採集者は，自分の採集したカード枚数がこれとあっているかどうかを確か

め，ちがっていたばあいだけに1語1語つき含わせるのである。「ものの見

方についてjの能率がいいのは，採集・検査という2段階を簡略化して，採

集しながら数をかぞえ，合っていればつぎのカ・・一ドにすすむ，というやり方

をとったためである。

〔五十音順配列〕

　採集されて，作品ごとにまとまってページ順にならんでいるカードを，五

十音順にならべかえる作業。歴史的かなつかいのものは現代かなつかいにな

おし（「みる」一一・F「いる」），活用形は終正形にもどしていれる（「こない」

吟「くる」）などの作業を頭の中でしながら配列しなければならない。まず，

ページ順になっているカードを，1字目の行によってわけるしごと（つま

り，「書く」「聞く」「消す」を力行に，「焼く」「呼ぶ」「行く」をヤ行

にと，ア行～ワ行の10項墨に分類すること。行のなかをさらにカ，キ，ク，

ケ，コとわけることまではふくんでいない）の能率はつぎのとおりQ

　B人格主義　　 1497枚
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　C　　ものの見方について　　　1347枚

　C　　 総長就業と廃i業　　　　　　1401枚

つぎに，すでに第1字貝がア行，力行，サ行……とわかれているものについ

て，同じ行のなかをア・イ。ウ・エ・オ，ヵ・キ・ク・ケ・コ……と：わける

作業。

　C　　力行　　　　　　　　　　　1521放

　Dア行　　　ユ720枚
　E　　サ行　　　　　　　　　　1300枚

E　今後の予定

44年度に総論を一応まとめて，45年度刊行を図標とする。

（西尾）

邑
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　　　　　　日本言語地図作成のための研究

　　　　　　　　一作図ならびに検証調査一

　　　　　　　　　　　A　鷺　　　　　的

　現代H本語の基盤を地理的に展望し，かつ，日本語の歴史を言語地理学的

に考察するために，践本言語地図（全6集，各集言語地図50藤，参考地回1

面）を作成する。

　あわせて，霞本言語地図に盛られている資料の性格を明らかにするための

検証調査を行なう。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　地図作成については，野元菊雄第1研究部長の指導のもとに，地方需語研

究室の徳川宗賢，本堂寛，佐藤亮一，高田誠が共同してあたり，白沢宏枝，

出本文子が協力した。また，非常勤職員W・A・グP一ターースほか多くの人

々の援助を受けた。

　検証調査については，徳川宗賢，本堂寛佐藤亮一一一・1高田誠W・A・グ

ロータースが参加した。

　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　日本需語地図については，第1集を昭和41年3月（大蔵省印刷局からの売贔は

42年4眉，再版は岡年10月）に，第2集を昭和42年3月（売品は42年12月）に，

第3集を昭和43年3月（売贔は44年3月）に刊行してきた。

　検証調査については，昭和40年6月に高知市で，昭和43年3月に宇都宮市

で，すでに2回の調査を行なってきた。

　高知市における検証調査では，1地点1名のおじいさんを被調査春とする

N本言語地図の資料に対して，おじいさんの中での個人差はないか．あると

したらどの程度か，少年の場合はどうか，性甥の違う場合はどうか，居住歴
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の条件に合わない人の場合はどうかなど，被調査者に関する問題と，いわゆ

るくなぞなぞ式〉質問によって得た日本言語地図の資料に対して，別種の質

問法による結果はどの程度の差を示すかなど，質問法に関する即題とについ

て検証した。

　宇都宮市における検証調査では，高知市における被調査者に関する検証を

さらに深めるために，各年齢層について多数の被調査者を対象として調査し

た。この調査については，調査半平を選ぶにあたって，日本言語地図におけ’

る方言分布の状況（付近に等語線が走っているかどうか）などを考慮した。

D本年度の作業

　日本言語地図の作図・編修については，第3集売品刊行までの残務作業を

行なうとともに，第4集（生活・農業に関する名詞など言語地図50面，参考

地図として調査地点の産業図1面を含む）編修のための作業を行なった。こ

の第4集は，昭和44年3月刊行の予定である。

　検証調査については，昭和44年2月と3月とに，新潟県糸魚川市で次のよ

うな調査を行なった。巳本丁認地図の資料は，平均121｛iii間隔に調査地点を選

び，各地点1名のおじいさんについて調査した結果であるが，今園の検証調

査では．地点の間隔を限界までちぢめ，いっぽう年齢に関しても各年齢層に

ついて調査した場合，どのような結果が現われるものか確かめようとした。

調査項昌としては，巳本言語地図作成のための項目のほか，柴田武、W・A

・グPt・一タース，徳川宗賢．馬瀬良雄による「糸魚川言語地理学調査」の項

目も援用した。調査地点27、被曝杏者約270，項目40である。

E　今後の予定

　日本言語地図の作図・編修の作業は，当然6集完結まで続ける。その期間

に諸種の検証調査を企画し実行する。検証調査全般の詳しい内容および結果：

については，機会を改めて報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳川）
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中学生の言語習得に関する研究

一二　字　習　得一

A　屋　的・意　義

　中学生が，義務教育過程を終了するまでに，どれくらいの漢字をどのよう

にして習得するか，中学校3年間にわたり，事例的に，特定燗人についての

漢宇の習得状況を，量的，質的に追跡調査し，中学生の文字習得の可能な量

とその習得の過程・要因を推定しようとするものである。

　上の貝的のために，同一被調査者に当用漢字全数（読みは当用漢字の全音

訓について）の読み書き調査を行なったこと，中学1年入学時から3年卒業

時までの継続調査であること，漢字の習得過程・習得要因を推定しようとし

て習得要因調査もあわせ行なったことなどが，この調査の特色といえよう。

B　担　　当　　者

　芦沢節，根本今朝男，中村明（43・7・L話しことば研究室1こ配置換え）が担

当，川又瑠璃子，小林信子（43・7・1話しことば研究室から三二換え）がこれ

を助けた。そのうち，根本今朝男は，漢字習得要因調査および要因資料の収

集整備（生徒・指導面），　中学校の漢字学習指導の実態に関する調査，高校

生を対象とした漢字の使二二の調査を，中村明は漢字習得要因調査（蕃例調

査生徒の使用教科書の漢字鳩山状況調査）を担当，川又瑠璃子・小林信子

は，漢字習得調査，教科書の漢字調査の集計整理作業に従事した。なお，数

名の臨時補助岩が，一部の集計作業を助けた。

C　これまでの経過

中学生の漢字習得を研究するために，次の諸調査を実施してきた。

1　中学生の漢字習得能力を把握するために

　1　当用漢字全数（音訓）読み書き調査　年間2回（各1学期・3学期末）
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　8人の中学生を対象とした；事例研究の方法をとり，昭和39年入学時より42

年卒業時まで3年閥にわたり，　当用漢字全数読み書き調査（表外字の読み調

査も含む）を継続して行なう。

　（読み）当用漢字全数（1850字）の全音訓（3122音訓）について調べる。

　　　　　　（カードによる1対！方式）

　（書き）当用漢字全数（1850字）について調べる。　（原則として，生徒に

　　　　　親しいほうの読みかたをとる。聞題用紙記入の集団調茎訪式）

　（表外字の読み）生徒が自然に習得する表外字の範囲を推定するために，

　　　　　約1000字の表外字の読みの力をみる。あわせてその習得経路など

　　　　　も調べる。（丹羽調査方式）

　　調査対象

　　　調査の実施協力学校　　北区門付中学校　（校長　長谷重幸氏　国語主任

　　　　　　　　　　　　　　　吉村安夫氏　北区教育委員会指導主事　相州正志

　　　　　　　　　　　　　　　氏推薦による）

　　　被調査者昭和39年度新入生8人（男女各4。学級での平均的中学生）

　2　漢字習得上の問題点解明のためのテスト

　　特定の事例調査生徒に実施した全数調査結果の検証・解明のために，当

　　該学年の中学生（集団）に全数調査で得た習得上の問題点を中心とした

　　検証テストを行なう。　　　　　　　　　　　　　　　　（学年末1囲）

　　　2年時　東京の中学生　（下付中学校　四谷第二中学校砂町中学校教育

　　　　　　　　　　　　　　　大附属中学校　武蔵野第三中学校）365人

　　　3年時　東：京（目付中学校・文海中学校）　大阪（箕繭第一一中学校・箕面第

　　　　　　　二中学校　止々呂美中学校）　名古屋（前津中学校・南陽中学校）

　　　　　　　の中学生　497人

1　中学生の漢字習得の要因をさぐるために

　　　漢字習得要因の諸資料の収集と整備

　i　事例調査生徒の漢字の習得要因調査資料の収集と整備

　　　学校側からの提供資料（学校での成績，テス5結果，家庭環境・性格
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　　　　　　　　　　　　　の所見など）

　　研究所での調査資料（知能検査，国語学力総合調査，読書力検査，読

　　　　　　　　　　　　書調査，漢字調査の感想など）

　2　学習指導の実際についての情報の収集（担当教員からの3年間の指導

　　　　　　　　　　　　の実際のi報告など）

　3　使用教科書の漢字出現状況調査

　　　事例調査生徒の漢宇習得要因という観点から，その健用教科：毒i｛：（国

　　　語および漢字二品と関係の深い他教科の教科書，全九教科）の漢字

　　　　出現状況を調査，整」嘱する。

露　中学校の漢字学習指導の実態に関する調査

中学生の漢字習得調査の一環として，中学校の漢宇学習摺導が実際どのよ

　うに行なわれているか，教師は，指導上の問題点の所在をどのように意識

　しているかなどについて，全圏的な規模で調査する。（質問紙調査）

　これらの結果のおもなものは，これまで，そのつど，中闘報告として，そ

の概略を，　「園立国語研究所年報（16●17’18・19）」に発表してきた。

D　本年度の作業

本年度は，この研究のまとめの年にあたる。

1　報告書「中学生の漢字習得に関する研究」のまとめのために，今まで実

施した諸調査の結果を，中学3年間という立場で分析整理し，考察を加え

る。さらに漢字習得調査結果と，習得要困調査結果との関係を分析整理

　し，考察を加えるなど報告書作成のためのまとめの作業に従事した。

　　この研究作業のうち，事例調査生徒が使用した全教科にわたる教科書の

漢字出現状況調査は，これまで報告したことがないので，その一部を報告

することにする。（〔イ寸〕「中学校の教科書における漢字の出現状況」を参

照。）

ll　中学校卒業段階で聞題を持ちこした文字（音訓）についての読み書きの

力等をみるための調査
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　中学生の漢字習得調査の結果，義務教育終了段階では，当用漢字につい

て，未学習，未習得文字（音・訓）があり，習得上の問題点が残されてい

るが，それが，その後の高次な高校教育，豊かな言語生活などを経た高校

終了段階では，どの程度解決できるのか，卒業直前の高校生について調査

し，高校生の漢字習得の到達度を推定しようとするもの。中学生の漢字習

得に関する研究の追究的調査である。

調査問題1　　　　　　　　　　　　調査文字数　　　　　　　調査用紙

　　（1）教育漢字の読み　　　　　　165字（182音訓）　　　　2枚

　　（2）教育漢字の書き　　　　　170宇　　　　　　　　4枚

　　（3）教育漢字外当用漢字の読み　265寧（303音訓）　　　　4枚

　　（4）教育漢字外当用漢字の書き　750字　　　　　　　　　15枚

調査問題2

　　（1）かながき文章の漢字かなまじり文章化　　　　2枚（作業指示文とも）

　　（2）　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　2枚（　　〃　　）

　　（進学時期を控え，調査蒔間が多くとれないのに，問題は蚤が多いので，被網

　　　査者く学級ごと〉を2分して問題を分担，ひとりあたりの調査負担量を少な

　　　くするようにした◎その際1人が，問題1または2の，ある問題のみに偏し

　　　ないよう均衡を保ちながら，それぞれの問題を実施するように配慮した。）

　　　所要百聞　　　120分強（ワークリミット方式）

調査の実施校

　中学3年生の集団調査地域に関連づけて，東京・大阪。愛知の各高校2

　校を調査実施校とした。

東京　都立目黒高等学校

　tt　　〃杉並　　〃

大阪　市立東高等学校

〃　府立園芸　”

愛知　県立豊橋東高等学校

愛知　県立国府”

　各学校の選定，

校長　松隈

　　　堀井

　　　岡綺

　　　出崎

　　　渥美

　　　小田

調査の実施にあたり，

　　　　　一18一

義勇（国語主任　江野沢淑子）

　清（　　　　大楽　武男）

悌雄（　　　　若林　良江）

太郎（　　　　　満谷　火罪）

政雄（　　　　　磯貝　茂治）

者iS平　（　　　　　　　　　金子　　政美）

　東京都教育庁指導主事　古矢弘



　　賃，大阪府教育委員会指導主事　市川速男氏，大阪市教育委員会指導

　　主事　沢田虚栄幾，愛知県教育委員会指導主面　佐藤敬治氏にご協力

　　を賜ったQ

　各校，3学級分どし，進学組（理科系・交科系），就職組曲の配分を考

　えたが，学校によっては，一律にこうした配分を望めず，また，実業高

　校も加わるなど，かえって，種々な高校卒業生の漢字力の実態を知るこ

　とができそうであるQ

調査実施時期　　昭和44年1月21日～2月8H

　集計整理は次年度に行なう。

E　今後の予定

　以上が，43年度の研究作業の概要であるが，次年度の早い時期に，43年度

に刊行し得なかった報告書「中学生の漢字知得に関する研究」を刊行するこ

と，また，義務教育段階では閥題を持ちこし，高等学校教育の段階に期待さ

れている高校生の漢字力について，43年度末に実施した調査結果を参考の手

始めにしながら，研究を進めていく予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（芦沢）

〔付〕　中学校の教科書における漢字の出現状況

1　調査の貝的

　中学生が漢字を習得する要因も，小学生のばあいと基本的にことなるもの

ではない。学校でならうほかに，家族におしえられたり，本やテレビをとお

して自分でおぼえたりすることもあるにちがいない。また，町でみかける看

板や標識，それに，したしい人の名とか住所とかにっかわれている漢字をい

つのまにかおぼえ．てしまうこともあるであろう。そのときに記憶できなくて

も，のちにまなんだおりに，そういった経験がその漢字の習得にやくだつこ

ともあるかもしれない。中学生になれば，その行動範囲がひろがるので，漢

字の習得過程もそれにつれて複雑になる。しかも，習得はひとつの要囚によ

　　　　　　　　　　　　　　　一19一



ってきまるというよりも，習得を可能にするいくつかの因子がたがいにかか

わりあって作用していることがじっさいにはおおいであろう。その園子の組

合せも，またその力関係も．ケースごとにことなるであろう。こういつた外

的な条件のほかに，それをうけとめる人間のがわの問題もある。内的な条

件，たとえば，個人的な経験とか性質とか知能とかも，いろいろな度あいで

はたらくであろう。また，画数がおおいかすくないか，偏勢冠脚への分解が

容易かどうか，類義の異宇や形の酷似した別字などがおおいかどうか，ある

いは，点があるか，つきぬけるか，はねるか，とめるかなどの字形のとりや

すさの程度といった，漢字そのもののがわの条件も，ときにはつよく，とき

にはよわく，翌得の難易にひびくであろう。習得を規定する条件には，以上

の3つの蕨がかんがえられる。すなわち，ひとつは，漢字そのもののがわの

条件．ひとつは，人問のがわの条件，もうひとつは，漢字と入問との接触の

条件である。

　本調査は，中学生の漢字習得に関する調査および研究の一環として，習得

状況の追跡調査の対象となった生徒たちが使用した教科書における漢字出現

の状況をしらべ，読み書きテスFの結果との関連をしめすことにより，その

習得要因の考察にひとつの参考資料を提供しようとするものであるQしたが

って，上にあげた習得を規定する条件の3っの面のうちの3番め，すなわち、

漢字と人闘との接触の条件の一一99に関係することとなる。

　以上のように，この調査は，中学校の教科書における漢字使用状況の一般

的な実態をおさえようとしたものではないし，また，各教科書における漢字

提出の問題点を指摘することによってその改善をはかったものでもなく，あ

くまで漢字習得の要因のひとつをさぐるためのものなので，調査結果から中－

学教科書の漢字串現に関する一般的傾向を考えるさいには，次の諸点におい

て適性をかき，資料価値のおちることを念頭におく必要がある。

　1）　同一校の同一学年の生徒である被調査春がもちいた教科書にかぎった．

　　ので，調査の対象となった教科書の種類がすくない

　2）被調査老の在学中にほとんどの教科において使胴教科書の採用に変更
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　　があったので，調査の対象となった教科書に資料としての系統性がな

　　い

3）教育漢字のうち，被調査者が小学校時代に習得できたとかんがえられ

　　る漢字については調査しなかったので，一般的には閥題のある字種を対

　　象からはずした危：険がある

9　調査の資料

　　　』『中等鷹語』1，2年用（三≡三顧f｛二．舞召38）　『μ｝こ1等国語〈新訂版〉』3年用

　　　　（三省堂・昭41）

　数電乏＝　『1＝i二謬学数唱｛二』　〈数量辛扁，　区1ヲ1多編〉＝L，　2年」羽　（教育ヒ巳荒環・li召39）　　『i二静学碧テ数

　　　学』　3年用（話本｛こ衰ジ｛・鋒召41）

　祇会：『中学社会毒1〈地理上，下〉，2〈歴史上，下〉年用（三雀堂。昭39）

　　　　『中学批会£3年胴（翼本書籍・昭41）

　理科：『中学校理1§／』1，．2年用（大日本図書・昭39）　『新しい科学』3年用

　　　　（東京書籍・昭41）

　莫語：‘聾EW　PRINCE　READERS’　1，2年燭（開隆霊・昭38）

　　　　LTI－IE　JUNIOP．　CROWN　’ts：’NGLISH　COURSE’　3｛ti：一M

　　　　（三≡三省盤皇●舞藷42）

　音楽：『中学音楽』1，2年規（教育芸術社・昭38）　『中学生の音楽』3年周

　　　　（音楽之友社・昭40）

　美術：『中学校美術』1，2年用（学校図書・昭39）　『鄭1量』3年1二ll（田本文教

　　　出版・昭4D

　技術‘家団：『技術●家庭』〈男子用，女子期＞1，2年用（実教出版・昭39）

　　　　窪技術・家庭』＜男子朋＞3年矯（開隆堂・昭41）　『技術・家庭』〈女子

　　　用＞3益洋タ臼（庵皇研誌婁鐙1・｝昭41）

　保健体育：野中学保健体育』1～3年胴（大修館・昭39）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一　9教季斗　言十32田｝　一

猛　調査の籍願

　（D　調査の対『象とした漢字の範陽

三民漢字のばあい，国語科においては次にかかげるもの以外をあつかい，
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他教科においてはいつさいあっかわなかった。

　①被調査者8人のうち7人以上がただしくかけ，音訓表にみとめられてい

　る全音訓を7人以上がただしくよめた漢字のいっさいの用例

　②被調査考8人のうち7人以上がただしくかけた漢字の，音訓表にみとめ

　られている音訓のうち，7人以上がただしくよめた字音や字訓の／＝E例

　教育漢字外当用漢字および表外字については，全教科の教科書を調査し，

出現する全用例をあつかった。

　（2）漢字の調査範囲

　教育漢字のばあいは，国語教科書において，各漢字の全使用例をひろい，

当該字の音訓ごとに分類し，各用例の学年別出現語数をしらべた。

　教育漢字外心用漢字のばあい，国語科においては，各漢字および音訓表に

みとめられた各音訓ごとの学年別出現回数をしらべ，他教科においては，用

例ごとの教科別初出をおさえた。

　表外字のばあいは，出現した各漢字について，出現した各音訓ごとに，教

育漢字外当用漢字とおなじ項廼をしらべた。

　（3）　教科書の調査範囲

　調査凸面が，教科書における漢字提幽の実態をおさえるところにではな

く，漢字習得の酒毒を探索するところにあるので，被調査老の厨にどういう

形で映じたかをしるために，調査範囲を本文の部分にかぎらず，1にかかげ

た各資料について，次をのぞくすべてとした。

　1）　奥付（ただし，表紙・扉・裏表紙などは調査する）

　2）絵・写真の中（ただし，説明部分については調査する）

　3）当用漢窯～覧表（これを調査範囲にいれると，ほとんどの当用漢字を

　　機械白勺にふくむことになってし，まう）

　4）　漢字をかかげただけで語として使用していない部分

　5）漢文（ただし，書きくだし文については調査する）

W　調査の細則〈抄〉

　（1）読みを決定するさいの原則
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1）　2種類以上の読みがおこなわれているばあいは，辞書に登録されてい

　る形を優先

2）通常の辞書にも2種類以上の形が登録されているばあいは，当用漢字

　音調表に反しない読みを優先

3）上で区別できないばあいは，その資料における他の表記例および文脈

　・母体を参考にして決定

4）上で判断のむずかしいばあいは，現代の一般社会において通例とおも

　われるものを採択

（2）誤用例の処理

1）　記載事項の内容の誤りは無視

2）誤朗の例をしめしたものは調査対象から除外

3）単なる誤植，および原資料を忠実にしめすため誤用にもかかわらず原

　表記にしたがったものは，調査の対象とする

（3）用例の所属する音舗の決定

！）　漢字に対応するかなの部分のちがう用例でも，音訓表で区刷のないば

　あいは，同一の音訓としてあつかう

2）　漢字に対応するかなの部分のおなじ用例でも，音訓表で品詞などによ

　る区別のあるばあいは，それぞれ甥の音訓としてあつかう

3）　連濁・連声・音便など2字の連合などによって生ずる音変化のばあい

　は．原矧として変化する前の形であつかう

4）　当用漢字のばあいは，音訓表にあげてある音訓，およびその許容範閥

　の変化とかんがえられる用例，表外字のばあいは，『角川漢和中辞典』

　の音訓索引および「人名・姓氏」にみられる読みを，それぞれのわくと

　し，それ以外の用例は特殊用法として別扱いにする

（4）用例の単位

1）　胴例は原則として語の単位でしめす

2）語の認定は，『岩波国語辞典』の親見出しにたつもっともながい形と

　する
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3）　活用のある語は終止形でしめす（ただし，2字以上の漢語に「する」

　　のついたサ変動詞と形容動詞とは語幹の形でしめす）

4）　固有名詞も構成部分が独立できるばあいはぬきだす。　　　　．

　（5）固有名詞の半1定

　1）　地名・人名・作晶名・流派名・国名・三寸名は固有名詞扱いとする

2）　品種名・神仏の名・省や庁などの役所の名・政党などについては『研

　　究社国語新辞典』で大丈字表記のものを固有名詞扱いとする

　3）時代名については，地名や年号からなるものを固有名詞扱いとする

V　調査の結果

　以上の方針にもとづいて，被調査岩が申学時代の3年間に使用した教科書

における漢字の出現状況を調査し，漢字ごとに整理した結果を次のような一

覧表にまとめた。

〔見本〕　　1　教育漢字

陛琶
絢囎
237

＠一＠

840

¢一＠

漢字：

戸

欲

音訓読⑳一㊥

コ
と

＠一＠
＠一＠

・ク ㊦G
ほっす
る ＠一＠

　出現度数

・坤年i・鞭

6
／
3
／
0
／
3
／

2 4 9 15

用 例

o o 4

戸外・戸籍

神戸〈園〉（～市）

4

欲望・欲求・欲（～・読需～・
知識～）・強欲

欲す・欲する

〈漉〉教育漢字外当用漢字と表外字の見本は次ページに掲載

　一覧表からは，各漢字について，次の諸点をよみとることができる。

①当用漢字の（書きテスト，各音訓についての読みテスト）の（入学時，

　卒業時）における成績

②（各音訓，各漢字）としての国語教科書における（学年胤全学年）の

　出現度数
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③（教育漢字外当用漢字，表外字）の（各音訓，各漢字）としての（全教

　科をとおして，教科別）の初出学年

④（教育漢字外当用漢字，表外字）の（各音訓，各漢字）としての出現教

　　噸数

⑤　各漢字の（音訓ごと，特殊用法として）の使用例，各用例の（圃有名詞

　としての用例，他の構成要素との結合例，出現教科）

W　一覧表の利用例

　個々の漢字や音訓についての出現状況をしるには，一覧表の該当欄をみれ

ばよいが，さらにある操作をほどこすことにより，ある条件の漢字や音訓の

グループをえたり，いくつかの項目にまたがるある状況なりその傾向なりを

おさえたりすることもできる。そうしてえられた結果にまた別の操作をくわ

えれば二次的な別の清報がえられるわけであり，このような操作をかさねる

につれて，この表からひぎだされる清報はそれだけ豊富になるはずである。

　そのうち，漢字習得の要因に関連のありそうな面における，一次的な操作

だけでえられる情報としては，次のようなものがかんがえられる。

1　初出に関する面

1－1学年別の新出（漢字・字音・字訓）数

1－2　（教科・学年）別の新出（漢字・字音・字訓）数

⑳　教育漢字外当用漢字のぼあい

　〔漢字〕

1＼＼　　教科

学年＼＼＼ 国語 数学 社会 理科 英語 音楽 美術　体育
技術凝i

1

男｛女
1366　1102　131s　i　sl　1　37　1　77　1　61　1　g4　112s　l　ls4

2

3

i　264123　i　29・bgs｛681・g　l　6S　1・63・坐G

い74｝531　・221　・G6i　961・・9｝・・168i・・S　lg8

計 1・・4い・873・13s－9i…1　2351・8・1　325｝…1・・2i
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〔字音〕

国語 数学 社会 理科 英語 音楽 美術 体育
技術家庭

男i女
・125817512671・・いg146133i・・11・71・31

・　1236巨712651・76i34｝26i・7i・・61 38 堰E・

・　｝・・6｝45i・3・i・・7レ・レ5i・・i65i…i83

計　｝7Q・i・37｝663｝・・4｝・23｝・471・2・｝285！・・6i26・

〔字訓〕

学隻

教科
国語 数学 祉会 理科 英語　音楽 美術 体育

技術家庭

男1女
1 1166　1　42　1　7g　1　3s　1　ls　1　26　1　30　1　27　i　2g　1　3g

2 k3，1・1　・・　149138123i・8i3gい11・
3 1112　1　12　1　3s　1　16　1　36　1　4s　i　ls　］　12　1　ss　1　32

計
i41s　1　60　l　lsg　Poo　］　g2　i　g7　1　66　1　7s　1　g6　1　sl

　　表外字のばあい

〔漢字〕

＼　　　教稗

学隻＼ 国語 数学 社会 理科 英語 音楽 美術 体育
技術家庭

男1女
1

1’　s6　一 P　sli3s　1－24一一P　ol　23　i　61　sl　21　7

2 i　s7　1　41iLgs　i　i4　1　2　i　2i　1　32　i　41　o　l　i

3 レ・5i・［25い1231331・・1・［・・い1
曼 1　22S　18i36・｝列25レ7i・8｝・・i　・3i・9

1－3　国語より先に他教科にあらわれた（漢字。字音・字訓）

2　出現量に関する面

2一一1　圏語にあらわれなかった（漢字・字音・字訓）
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⑳　教育漢字外当用漢字のばあい

〔漢字〕

該
斤
墾
淑
紳
逮
斗
頒
幽

劾
恭
獄
叔
娠
胎
迭
畔
匁

梅
凶
酷
愁
辱
堕
艇
閥
絞

餓
窮
剛
臭
嘱
喪
逓
賠
耗

寡
糾
拷
囚
醸
塑
呈
媒
奔

禍
虐
鋼
尺
錠
措
坪
陪
邦
賄

佳
宜
酵
勺
剰
租
陳
肺
遍
廉

卸
棋
絞
赦
礁
阻
朕
寧
柄
隷

乙
忌
慌
漆
奨
銑
脹
妊
丙
厘

虞
還
侯
疾
詔
旋
兆
尿
墳
陵

翁
憾
拘
璽
祥
窃
弔
軟
侮
硫

殴
款
恒
諮
匠
畝
聯
想
弊
履

宴
堪
興
趣
升
錘
嫡
匿
赴
痢

謁
喚
碁
暫
緒
睡
遂
騰
附
濫

姻
轄
呉
擦
綿
綿
鍛
癬
扶
酪

芋
渇
倹
搾
循
帥
倶
悼
苗
窯

亜
嚇
謹
債
粛
迅
諾
奴
泌
講
2－2　国語にあらわれた回数のおおい（漢字。字音・字訓）

⑳　教育漢字外当用漢字のばあい

〔漢字〕

員現回数

　40～59　　　右廷　　暑乏　舗　　痴　　婁　　冷　　魁 ．　ittl：　墾，墜　τ質　　栢　　漸　　査

込
棒
刻
片
荒
背
激
突
傾
潮
恵
端
響
装
狂
窓
叫
井
泣
吹

笑盛霜渡悩抜姫浮堅肥

吉
晶
頼
野
卑

丸
誌
腰
源
覧
寝
姿

箇
紫
与
脚
夢
若
降
彼
郎
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

影
咲
優
簡
忘
好
襟
飾
段
ま

三
座
畿
慧
押
欝
物

　
　
　
　
　
　
9
9
1
外

9
　
　
9
　
9
1
4
1
9
2
6

～
　
寸
　
砲
脳
脳
飾

　
　
　
0
　
　
　
∩
V
　
O
　
5
　0

　
　
　
6
　
　
　
8
　1
　
1
　
2

昔舞

舞断固串韓几襟堀漢喧彦柴肱襲辰
　　　　　一28一

　　　表

　〔漢字〕

出現回数

　5’v9



ユ0～14

15”一19

20一一24

25－v29

30’一87

潟　楚　宋　槍　燥　塚　杜　琶　琵　蕪　俣　麿　弥　李　龍

麟　呂　鹿

脇　之　奈　阪　蘭

周　　　蕉　濤　芭

威　伎　綺　日

なし

吾萩枕亭藤
3　fB現間隔に関する画

3－1　圏語にあらわれた回数がどの学年でもおおい（漢字・字音・字訓）

　⑭　教育漢字外当用漢字のぼあい

　〔漢字〕

　　偉　押　割　簡　丸　脚　叫　響　傾　劇　御　好　刻　咲　旨　姿　若

　　笑横寝昔事端沓工渡背抜浮舞並片慕忘
　　夢雄　朗　郎

4　出現幅に関する面

4－1　各（漢字・字音・宇訓）のあらわれた教科の幅

　　く注〉　例は次ページに掲載

4－2　ほとんどの教科にあらわれなかった（漢字・字音・字訓）

　⑳教育漢字外当携漢字のばあい

　〔漢字〕　どの教科にもあらわれなかったもの：

　　　　芋謁殴佳寡餓悔喚堪款憾忌棋糾恭碁搾暫嗣諮璽四叔淑祥錠嘱娠紳

　　　　書記嫡三韓朕逓艇迭悼匿畔赴奔賄

　　　　　「技術・家庭」〈女子用〉にあらわれただけのもの：陳妊

　　　　　「技術・家庭」〈男子用〉にあらわオzただけのもの：絞

4－3　いろいろな教科にあらibA　k（漢字・字音・字訓）

　⑳　教育漢字外当用漢字のぼあい

　〔漢字〕　男子・女子のどちらにとっても8教科以上にあらわれたもの：

　　　　影華押較割単簡響呼互好刻座三斜振井段頂微途渡濃閣下並壁棒密離
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4－1　の＠教育漢字外当用漢字のばあい

〔漢字〕

教科歯 噛字数

。 44

o・i　1　2

1・O　1　1

1　1　113

1・2　1　11

2．i　1　s

2　1　171

教科数 購レ科数

1…　巨5
…　い3
3　1　132

3・4 23

漢字数
教科数1漢字数

s・4　1　28　V

5 79

5・6 26

6・5 15

・・3｝27

・1・・

…　【22

6

7●6

6
●7

06

一
5
一
6

7

7・8

8・7

8

35

黷
S
一
5
㎝
2
0

8．9

9・8

9

0
一
2
一
8

　　表外字のばあい

〔漢字〕男子・女子のどちらにとっても5教科以上にあらわれたもの：

　　　　阿伊垣猿岡鶴崎杉夕星奈阪弥墨黒

5　出現偏向に関する面

5－1　特殊用法としてしかあらわれなかった漢字

　⑳　教育漢字外当用漢字のばあい

　　　翁（翁舞）謹（謹む）薫（薫）盾（盾）

　　　貞（貞永・義貞：）篤（実篤）矛（矛）

5－2　きまった語形でしかあらわれなかった手掌

5－3　固有名詞にしかあらわれなかった（漢宇・字音・字訓）

6　出現形態に関する而

6－1　固有名詞以外にあらわれた表外字

7　畠現状況と成績との平均的対比

　　〈注〉　以下にいう「成績」は，「漢字」のばあいは読みテストと書きテストの両

　　　方を，「字音」「字訓」のばあいは読みテストだけをさす。

7－1　国語に（あらわれた，あらわれない）　（漢宇・宇音・字訓）の成績
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　　の変化

7－2　国語にあらわれた鳳数の（おおい，すくない）（漢字・字音・字訓）

　　の成績の変化

7－3　国語にあらわれた回数が（どの学年でも，ある学年でだけ）おおい

　　（漢字・字音・字訓）の成績の変化

7－4　初幽が（国語，他教科）であった（漢字・字音・字訓）の成績の変

　　化

7－5　（1，2，3）年初出の（漢字・字音・字調）の成績の変化

7－6　（いろいろな教科にあらわれた，ほとんどの教科にあらわれなかっ

　　た）　（漢掌・字音。字訓）の成績の変化

8　出現状況と成績との個別的対比

　　く注〉　入学時の成績がわるく，卒業翼寺にはほとんどの生徒が正答をだしたばあい

　　　　をR屠得度がたかい」とし，卒業時になっても大部分の生徒が留得したとは

　　　　みなせないばあいを「習得度がたかくない」とした。

8－1　圏語にあらわれなくても雷得度のたかい（漢字・字音・字訓）

　⑳　教育漢字外当月／漢字の1まあい

　〔漢字〕　璽呉兆導尿肺丙柄痢硫厘

8一一2　国語にあらわれた画数がおおくても習得度のたかくない（漢字・宇

　　音・字鋤

　⑳　教育漢字外当用漢字のばあい

　〔漢字〕違越押回劇御降曲譜晶飾寝吹井背装突悩並優与腰覧隣

8－3　ほとんどの教科にあらわれなくても習得度のたかい（漢字・字音・

　　字酬）

　⑫　教育漢字面当∫琵漢字のばあい

　〔漢字〕　怪呉恨胎怠奴画品痢厘

8－4　いろいろな教科にあらわれても習得度のたかくない（漢字・字音・

　　字訓）

　⑳　教育漢字外当用漢字のばあい
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〔漢字〕

　為　違　維　越　縁　押　隔穫　割　換　寛　鑑　危　既　距　偶　繋

　穴　降　鎖　斎　射充　縦　熟　傷　蒸　触　吹　垂　共　礎　装　i致

　徴　抵　塔　聞　突　粘　髪般　範　微　伏　並　壁　浦　房　麻　誘

　優与裏腕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　〈注〉　以上の結果をみちびきだすてつづきや基準はそれぞれのばあいに

　　　おいてことなるので，ここではすべて省略した。くわしくはちかく

　　　刊行予定の報告書『中学生の漢字習得に関する班究』をみられた

　　　い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村〉
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就学前児童の言譜能力に関する全国調査

A　目　的・意　義

　幼児，児童，生徒が書語，交字をどのように習得し，どのように使用する

か，またその要因はなにか等を明らかにする鋼筆発達の研究は，国語教育，

とくに，その教育計画や指導法の確立，改善のために欠くことのできぬ基礎

的な仕事として重視されなければならない。本調査は3年計爾で就学前児童

の言語能力の習得の過程および条件を全国的規模で明らかにしょうとするも

のであり，本年度はその第2年次として，就学前児童の語い力調査を行なっ

た。

B　担　　当 者

　本調査に関する計爾立案，実施は，国語教育研究室の村石昭三，天野溝の

2名が担当し，福田昭子がこの作業を助けた。さらに調査の諸段階でテスト

作成専門員（5名），準備および前調査幼稚園（3園），本調査幼稚園（30

園），調査員（30名），実験協力園（2園）の協力を得た。

C　これまでの経過

　「就学前児童の言語能力に関する全国調査」は昭和42年度よりはじまる。

すなわち，第1年次は「就学前児童の文字力調査」として，次の調査を主に

行なった。

〔調査1〕読み書き水準調査一就二二児童の文字力の全国的水準を明らか

にするために，平がなの清音，綴音，濁音，半濁音の読み書きテスト，拗

音，長：音，拗長音，促音および助詞「は」「へ」の読みテストを、東京，東

北，近畿の3地方の全幼稚園から層溺抽出した122幼稚園，2，235名（4・5

歳児クラス）について行なった。また，幼稚園，家庭に対してアンケート調
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査を行なった。

〔調査2〕特定幼児の二字調査一就二二児童がどの程度の範囲の文字をど

れだけ読み書きでぎるかを，平がな，片かな，漢宇，アルファベッ5，数字

に；わたり，全国の特定18幼稚園の幼児72名（4・5歳児クラス）について遽

跡調査した。

D本年度の作業

〔調査概要〕就学前児童の語い力調査「2年計画　ee　1年次」

‘東京，東北（宮城・岩手），近畿（京都，和歌山）の各地方の幼稚園から

抽出した延べ36ma　918名の就学前児童（4・5歳児クラス）を紺象に基本平

な語の理解水準をテスト法によって明らかにした。いっぽう，被調査園，家

縫を対象にしたアンケート調査から，就学前児童の言語生活に関する実態調

査を行なった。

〔調査手順〕

ツ
成

バ
作

・
の
ト
ース
リ
テ
テ 一

準備調査

前調査 ij
調査うち合わぜ会議
東京・宮城・岩手・
京都・鵜歌出 一

本調査・アン
ケート調査

〔テスト・バッテリー〕

　本調査のテスト・バッテリーは次の4種から構成した。調査地区と被調査

者の人数配分は次の通りである。

Xi　＿，　　　　テスト

地区＼ A　範瞬化 B　性状語
C　時間・
空間語 D　動詞分化

東 訓 78 74 80 76

東北o馨

　　　　京　都
　近　畿
　　　　和歌由
伝

75 74

76 76

／i’”’／””””’／ZI 79 ｝ 76

／／コ／｝ 77 77
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　A範瞬i化テスト

　上位概念の形成過程を茨の各テストによって調べた。

　（1）語の理解テスト　絵力・・一一ド（36枚）を利用し，その絵があらわす物の

名称をいわせ，単語の理解を調べた。

　②　自由分類・同類選択テスト　絵カード（27枚）を利用し，同類のもの

（グループ）を自由になるべく多くつくらせ，それが同グループである理由

と，そのグループの名称をたずねた。

　（3）カテゴリーの命名テスト　あらかじめ範麟化した絵図（20図）を見せ

て，そのグル…一プの名称（上位語）をたずねた。

　（4）絵カードの選択テスト　絵カード（27枚）一（2）に同じ一一一を利用

し，カテゴリーの名称を与えて，それに含まれるカードを選択させた。

　上記の各テストに含まれる上位語，下位語は次の通りである。

上位語一花，人（人間），野菜，鳥，自動車，道具，たべもの，慮り物，

植物，動物，生物，魚，楽器，動物（四つ足），虫（昆虫），家，のみもの，

果物，建物，電気製最，計20語

　下位二一ばら，ひまわり，チューリップ，白菜，きゅうり，カボチャ，

松，りんご，パン，運転手，お百姓さん，赤ん坊，すずめ，つばめ，あひ

る，象，鯉，蝶，パス，消防車，トラッ久　ヨット，飛行機，電車，じょう

．ろ，包了，シャベル，金魚，どじょう，らっぱ，木琴，バイオリン，　うさ

ぎ，猿，とんぼ，かぶと虫，家㈲，eqa（B），　Z’（C），牛乳，ジュース，コーヒ

・一一 Cバナナ，いちご，東京タワー，橋，テレビ，扇風機，冷蔵庫，計49語

　B　性状語テスト

　性状語のうち，視知覚の可能な対象について，その大きさ，高さ等を比較

：形容する13対26語（句を含む）を選んだ。

1．大きい，小さい

4．　濃し・，　うすい

7．　高い，低い

10．高い，安い

2．多い，少ない

5。　厚い，うすい

8．　長い，短い

11．暑い，寒い

　　　一35一

3．　太い，細い

6．　広い，狭い

9．　　深し・，　浅し・



　12．最：も大きい，最も小さい　　13．いちばん大きい，いちばん小さい

（注）10．11はそれぞれ7および5の異なる文脈での対関係をもつ語として選んだ。

　また，12．13は最上級をあらわす匂形式としてとりあげた。

　（1）単語の系テストー性状語を関連した単語（句）の系（対）の中に位

置づけて理解しているかを調べた。

　（2）単語・事物の系テスト　　性状語をそれぞれが指示する事物と結びつ

けて理解しているかを，発語，誘導発語，認知の各段階に分け，絵カードを

使って調べた。

　（3）パラメ・・一心の分離テストーホース，手帳，リボン，ブPックtビル

の4材料を使い，長さ，太さ，厚さ，大きさ，広さ，高さの各パラメータが

分離できるかを調べた。

　（4）系列化テストー6種の絵カード（円，コップ，池，りんご，犬，道）

各5枚続きを使い，大小，多少，広狭の順序に配列させ，系列化ができるか

を調べた。

　C　蒔間・空間語テスト

　時間，空間語のうち，幼児の生活のなかで多く使用され，しかも時間，下

問語の系をつくるための基本となる単語，38語を選んだ。

　1．前，後（まえ，うしろ／まえ，あと）一一先，後（さき，あと），前，

　過（まえ，すぎ）　2．上．下（うえ，した）　3．たて，よこ，ななめ

　4．　外，中（そと，なか）　5．左，右（ひだり，みぎ）　6．朝，凝，

　夜（あさ，ひる，よる）一朝．晩（あさ，ばん）昼，夜（ひる，よる）

　7・　日，月，火，水，木，金，瞬く曜臼＞　8・　春，夏，秋・結く季節＞

　g．　＿昨日，昨日，今日，明日、明後鍵　10．一一一・■昨年，虫年，今年，来

　年，再来年　ll．今朝，昨夜，今夜

（注）11は6および9の単語の複合によって成立した系列のものであり，後掲（4）時闘．

　判断テストの中で扱った。

　（1）単語の系テストー時間，空野阜を関連した影壁の系（対，サーグ

ル，シリーズ）の中に位巖づけて理解しているかを調べた。
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　（2）単語・事物の系テストー時間，空間語を，それぞれが指示する購物

と結びつけて理解しているかを，発語，誘導発語．認知の各水準で絵カード

を使って調べた。

　（3）位置変換（前後）テストー2台の自動車（玩具）の位羅変換による

前後関係の理解を調べた。

　（4）時問半糊〒テストー特定の時闘語（今朝，昨晩．今夜）について，根

互の時闇約前後関係力～理解されているかを調べた。

　D　動詞分化テスト

　就学前児童が動詞をどの程度に使い分けしているかを通して，動詞を習得

していく過程を明らかにした。

　（1）自動詞と他動詞の使い分けのテストー1、飛ぶ，飛ばす2．　まわ

る，まわす　3．　ころがる，ころがす　4，　ぶらさがる，ぶらさげる　5．

われる，わる

　（2）楽器に関連している動詞の使い分けのテストー一吹く，　たたく，　ひ

く，演奏する（鳴らす）

　（3）生物，無生物の存在をあらわす動詞「あるj「いる」の使い分けのテ

スト

　（4）　「切る」ことに関連した動詞の使い分けのテストー一1．　割る，切る

　2．　切る，破く　3．　刈る，むしる

　㈲　「作る」ことに関連した動詞の使い分けのテストー1．（折紙を）折

る　2．（家を）たてる　3．（セーターを）編む　4．（セー・一ター一を）つくる

　⑥　直接対象（習的）〈特に「を」格〉と間接対象（霞的）〈特に「に」

格〉を支配する動詞の習得の程度とその使い分けのテストー1。「とりつ

け」動詞　ぶらさげる　つなぐ　はる　はめる　かける　つなげる　2．授

与動詞　やる　あげる　くれる　かす　教える　あずける　もらう　かりる

習う　あずかる

　上記の各テストは，図版と積木を用いて，図版の絵にあらわされている内

容を絵の下に書かれているマス目と絵であらわされている文の語構造を示す
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構造モデルにそって，ひとつひとつの語を圏定させながら，一定の型の文で

表現させ，その中で当該の動詞を調べた。

〔テスト・バッテリーの作成分担〕

　テスト・バッテリーは次の専門員の協力を得て作成した。各テストの責任

分担は次の通りである。

　A　範疇化テスト　天野　清，　〔専門員〕阿部千春（東京大学　大学院）

　B性状語テスト村石昭三，〔専門員〕大日方重利（東京教育大学大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学院）

　C　時間・空問語テスト　村石昭三，〔専門員〕加藤綾子，大滝ミドリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京家政大学助手）

　D　動詞分化テスh　天野清，〔専門員〕小熊均（都留文科大学助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授）

　〔被調査園）

　園名

（東京地区6園）

亀戸幼稚踊

道灌山幼稚園

高千穂幼稚園

翼醸幼稚園

小損幼稚園

　まぎば幼稚園

（宮城地区6園）

お人形祇幼稚隅

東岡幼稚園

聖和幼稚園

イ中よし幼稚園

小さき花幼稚園

　葺ミイlh台幼稚園

（岩手地区6園）

佐　所

東京都江東区亀戸町4一貿一3

　〃　荒州区薦露暮里4－7－15

　’ノ　　杉並区プ（宮田了2－19－1

　〃　北多摩郡田無市向台町2一一5－1

　〃　千代田区神田小川町3－6

　〃　板橋区徳丸2－9－7

イ出台市；1ヒ五番丁50

　”　　原図丁南画字郷丁67

　tt　木ノ下21－5

　”　榴ケ岡21

　〃　畳屋丁31

　〃　燕沢字苗代東30一三
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わかば幼稚園

おさなご幼稚園

あづま幼稚園

清心幼稚園

金ケ崎聖母幼稚園

摺沢幼稚園

（京都地区6園）

京極幼稚園

明倫幼稚園

待賢幼稚園

伏見板橋幼稚圏

慧H幼稚園

円出幼稚園

（和歌山地区6園）

勝浦幼稚園

初島幼稚園

湯浅幼稚園

高野肉幼稚園

愛の光幼稚園

下津幼稚園

〔調査員〕

（東京地匿）

岩手県岩手郡雫石町源太堂

　〃　上閉伊郡大槌町桜i木町2－24

　〃　　紫書皮君｝1紫妻皮i正IY土食時字rJtlJl126－1

　〃　東磐井郡千厩町千概字1甫51

　〃　胆沢郡金ケ崎町表！1、路6

　〃　東磐ジi・郡大東町摺沢字観音堂86

京都市上鎌区塔ノ段藪ノ下町

　〃　中京区室田∫通錦上ル

　〃　上京区猛熊通丸太町下ル

　ti　伏見区下板橋町610

　〃　東山区本町15丁目

　lt　　〃　高台寿北門逓下河原東入鷲尾町524

和歌肉県瀬田婁郡那智勝瀞i；丁勝浦342

　〃　　　　有ロヨ市初島田∫浜1769－1

　”　　有田郡湯浅町大字湯浅785

　”　　　　伊萄≦繍～黒蓋予巨置J’高里理由356

　〃　　郷賀郡粉ぞ“∫町石田∫

　”　　海草郡下津町大字下津477

大N方重利（東教大　大学院生）

阿蔀　千春（東京大　大学院生）

小熊　　均（都留文科大　助教授）

（宮誠地区）

加藤　正信（東北大　助教授）

加藤　貞子

木村　　進（東北大　大学院生）

（岩手地区）

舶藤　綾子（東京家政大　助手）

大滝ミドリ（東京家政大　助手）

江川　洋子

佐藤　淑子（東北大　大学院生）

玉川　公代（東北大　大学院生）
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坂m　忠（岩手県町育センタ＿駈員）　川村善衛（岩手大専攻科学生）

大沢　　博（岩手大　助教授）　　　　　　石崩　悌司（岩手大　専敦科学生）

牧野　誠一（岩手大　学生）　　　　　　　倉島　敬治（岩手大　助季）

斎藤　義憲（岩乎大　専攻科学生）

（弓田＿　（灘分地め

長田　久男（京都市教研　所員）　　　　　森下　正康（京都大　大学院生）

井上　福造（：京都市教研　所員）　　　　　小林　保太（京都大　大学院生）

堀内　太郎（京都衛教研　所員）　　　　　中嶋　順予（京都大　大学院生）

　山田　典男（京都市教研　駈員）

　（和歌山地区）

杉原　　治（和歌出馬教研修センター所員）笹井　佳子（和歌霜大　学生）

関　　陶一一（和歌山大　助教授）　　　　　田中　隆司（和歌出大　学生）

　島　佐江子（和歌出大　学生）

〔調査経過〕

　5月・r就学前児童の言語能力に関する全国調査」のための語いカテスト作成専門

　　　員会議を開いた。

　6月・語いカテスト試案（A　範1聡化テスト，B　性状語テスト）を完成した。

　7月・語いカテスト試案による準備調査を葉京・王子保育園，川m・舟戸幼稚園で

　　　　実施した。

　　　・「就学箭児童の言語能力に関する全戸調査」のための被調査園を18幼稚園に

　　　　委嘱した。

　8月・語いカテスト試案（C　時聞・空間語テスト　D　動詞分化テスト）による

　　　　準備調査を東京・驚干保育園で実施した。

　9月・語いカテスト第二次試案（A　範麟化テスト）による準備調査を御釣・王子

　　　　保育園で実施した。

　10月・「就学荊児童の言語能力に関する全国調査」のための被調査園を／2幼稚園に

　　　　委嘱した。

　　　・「就学前児童の言語能力に関する全国調査」のための調査員を30名に委嘱し

　　　　た。

　　　・語いカテスh（A　範疇化テスト，B　性状語テスト）の前調査を栃木県大
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　　　田原市・ふたぽ幼稚園，川口・舟戸幼稚園で実施した。

11月・語いカテスト（A　範購化テスト，B　性状語テスト）のための諸調査票を

　　完成した。

　　・ド就学前児童の書目能力に関する全睡調査」のための，A・Bテストの実施

　　　打ち合わせ会議（東北・棄京地方）を調査員，幼稚園代表者と次の3会場で

　　　行なった。

　　（寝城地区）仙台・お人形絹二幼稚園　　　（岩手地区）雫石【｛li・わかば幼稚園

　　（東京地区）東京・道灌山幼稚園

　　・東京，東北地方で「歳学前児童の難語能力に関する全国調査」を行なった。

　　　調査期間は11月中旬～12月中旬

12月・語いカテスト（C　時間・空間語テスト，D　動詞分化テスト）の飴調査を

　　　東京・保善寺幼稚園，）IPt・舟戸幼稚園で実施した。

1月・語いカテスト（C　時間・空間語テスト，D　動詞分化テスト）のための諸

　　　調査票を完成した。

　　・「就学前児童の言語能力に関する全爾調査」のための，C・Dテストの実施

　　　打ち合わせ会議（近畿・東京地方）を調査員，幼碓園代表者と次の3会笏で

　　　行なった。　（京都地区）京都・明倫幼稚園（和歌山・地区）湯浅晦・湯浅幼

　　　稚顯（東京地挺）東京・高千穂幼稚園

　　・東京，近畿地方で「就学前児童の言語能力に関する全騰調査」を行なった。

　　　調査期間は1月下旬一2月下旬

2月・被調査園30園，被調査者家出9ユ6家庭に紺してアンケート調査を行なった。

3月・特定語に関する実験調査を国立鼠語研究所で行なった。被験者は東京・帝京

　　　幼稚園児。

E　今後の予定

　語いカテストならびにアンケート調査の集計は昭和44年度に行なう。ま

た，44年度は「就学前児童の需語能力に関する全国調査」の最終年次とし

て，「就学前児童の語い・コミュニケーション能：力調査」を行なう予定であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村石）
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言語の表現機能と伝達効果の研究

A　目　的・意　義

　この研究は言語の表現機能や伝達効果を，言語そのものとの関連におい

て，とらえようとするものであるが，表現機能や俵達効果と言語の法則性と

の関連する事項のうち，まず，つぎのiと且のふたつのテーマをとりあげ

た。

　1　言語表現における場面の効果の研究……場面によって言語表現がどの

　　ような変容を示すかを，伝達という観点からしらべ，あわせて．場面の

　　分析および表現の分析をおこなうことを目的とする。場面が表現に影響

　　するもののうち，現在は，「主語の有無と場面の関係jをしらべるため

　　の研究をすすめている。

　E　文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究……幼児のコミュニ

　　ケーション機能の発達は，言語の獲得あるいは言議活動の形式の分化の

　　なかに，さまざまな形であらわれる◎雷語の表現機能と伝達効果を，幼

　　児の文表現が成立し，文形式が形成されていく過程でとらえようとす

　　る。

B　担 当 者

　1は高橋太郎が担愛し，9は，主として大久保愛が担墨し，一部（動詞の

形態および名詞の格）を高橋太郎がうけもった。また，1，1を通じて，屡

久茂子（43。5．31退職），鈴木美都代（43．6．1近代語研究室から配麗換

え）が作業をたすけた。

C　これまでの経過

王　言語褒現における場面の効果の研究
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　主語の有無を場面との関係において問題にするばあい，まず，文における

主語の役割から問題にしてかからなければならない。なぜなら，ある主語の

省略が治癒の影響であるというためには，その文の本来の文型では主語を必

要とすることがわかっていなければならないし，また．ある主語の存在が場

爾の影響であるというためには，その本来の文型では主語を必要としないこ

とがあきらかでなければならないからであるQそのために，まず「文におけ

る主語の役翻」をあきらかにすることを濁的として，「主語と述語の関係」

についての分析をすすめてぎたQ

　この分析のために，種類も豊蜜で大量の資料を得やすい，文章にあらわれ

た使用例をデータとしてつかうことにし，文庫本，全集などを材料として，

カード化してきた。42年度までに，話しことば研究室および書ぎことば研究

室と共同で，49の文学作品および14の論文ないし評論・解説文からのべ約50

万枚（ことなり約1万8千枚）のカードを採集した。

　tt文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達のM究

　幼児のばあい，言語行動の能力は，言語使用能力ときわめて密接な関係を

もっているので，幼児の使用する言語の分析からはじめることとし，まず幼

児期における一応の到達点（乳児期よりはじまる言語獲得過払のいちおうの

到達点）として，4～6才児の使用する言語の実態を分析することからはじ

めた。伝達漬動の言語的な単位は，　（幼児のばあい，しばしば，未完成文の

なかに伝達の単位を見いだすことができるが）陳述の完成する文であるとさ

れているので，文の構文論的な分析を主として，その構成要素である単語の

形態論的な分析をこれにくわえて，研究をつづけてきた。これまでに，4～

6才児の交型の概観，連体修飾法，補足文，動詞の形態などについて二二し

た。

　幼児の言語を具体的に分析するためには，大量の資料を必要とするので，

幼児の面諭を録音し，それを文字化してカードにする方式をとった。42年度

までに，年長児115名，年中児46名，計161名についての録音を文字化して，

のべ約16万枚（ことなり約3千枚）のカードと，それを製本した，3種の
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「ことばカ・・一ド集」とを作成した。

　　　　　　　　　　　　D　本年度の作業

　！　言語表現における場面の効果の研究

　　1）分析

　本年度は，　「主語の形式」と「述語の形式」を並行して分析しはじめた。

一般に「主語」「述語」といわれているものを，分類し考察するというもの

である。たとえば，F述語の形式」のなかでは，2単語以上からなる述語の

種類をまとめているが，そこには，「僕は　ぐっと　譜まって　しまった。」

（徳寓「思出の記」217）のような，形態論的な段階で二単語になっているも

の，「それに　私は　この　体です。」（徳ff「あらくれ」206）のような，具

体化するカザリをもった名詞述語，「私は，空おそろしい　気　が　いたし

ます。」　（倉田隅家とその弟子」184）のような，慣用句からなる述語など，

さまざまなものがみられる。

　　2）　用例力pm一ドの整理

　今まで当研究室および話しことば研究室・書きことば研究室で使用した残

りのカードを一箇所にあつめる作業の一部をおこなった。

　9　文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究

　　1）補充資料の収集とカード化

　　　1．1　年中児の資料の補充

　42年度までに採集した年中児（4：7～5：6）の資料は，年長児のそれ

に比して少なかったので，5月から6月にかけて，これを補充した。採集し

た園．幼児数は，つぎのとおりである。

　　神谷保育園　棄京都龍区神谷町2－36　　　　　男17　女14　計31名

　　小川幼稚園　東京都千代田区神田小州町3－6　男31　女13　計44名

　この資料は，：文字化して，3月，カードおよびカード集にしたQカード枚

数は，のべ約10万枚（ことなり約1万3千枚）である。

　　　1．2　年少児の資料採集
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　年少児（3：5～4：7）の資料を，年中児とおなじ2園で9月に採集し

：た。

　　神谷根冠園　　　男13女9　計22名

　　小川幼稚園　　　男10女6　計16名

　なお，このうち2名ほどは，まったく話さず，採集できなかった。

　　　1。3　霞由な揚面での資料採集

　これまで採集した資料は，採集者との対話の記録であった。この方式は，

一定のことがらについて話させることができ，また，かなり複雑なことがら

を意識してのべるようなばあいの，きちんとした長い文をみちびきだすこと

に有利であったが，話題が限驚され，また文のさまざまな陳述形式をうみだ

すことが困難であり，さらに，緊張のために話せない子どももあらわれるの

で，このほかに，自由な場面での幼児の発話の採集をこころみたQ

　これは，母親の協力を得て，しぜんなばめんでの幼児のことばを録音した

ものである。S児（3才女），　N児（4才女），　M児（5才児を）対象とした

が，きょうだい・友だちなどのことばもはいっているので，3児よりはばの

ひろい年齢・性別構成を得ることができた。各児とも約7時間分で，今年度

に，これを文字化した。

　　2）分析

　今年度は，つぎの分析をおこなった。

　　a）　文末形式の種類

　　b）名詞の格の使い方

　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　1については，　「主語と述語の関係」をまとめる方向で分析をすすめる。

鉦については，昨年度採集した録音資料をカーード化するとともに，　「4～6

才児の文の構造」をまとめる方向で分析をすすめる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋）
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明治時代語の研究
一明治初期における漢語の研究一一一

　　　　　　　　　　　A　目　的・意　義

　近代謡研究室は，国語の歴史的発達に関する調査研究を行なう部門に属

し，近代語すなわち室町時代から明治・大正時代に至る各時代の言語の実態

と，各賭代を貫く歴史的変遷の要因とを明らかにし，現在の国語問題の解決

に役立つ直接問接の資料を得ることを穏的としている。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　老

　飛田良文・松井利彦が三岡して作業にあたり，牧野正子がこれを助けた。

　　　　　　　　　　　C　これまでの作業経過

　近代語研究室では，昭和30年度以降，明治初期の交献を資料とした語彙講

査を継続して行なってきた。その成果については，そのつど年報または報告

書に発表されている。　（『年報』7～19，および『明治初期の新聞の用語一報告15』

参照）。

　　　　　　　　　　　　D　本年度の作業

　明治初期の漢語研究のため，次の作業を行なった。

（1）漢語に関する著書・論文臼録の作成

（2）　『花柳丁丁』のカード採集と分析

（3）近代語の文献資料の調査

その成果は，次の通りである。

　｛1｝漢語に関する著書・論文昌録の作成

本年度は，

「国語国：文学論文総目録」斎藤清衛　丁丁29年　至文堂，
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「岡語年鑑」　（昭和29年版～43年版）国立国語研究所　秀英出版

「近代語研究文献霞録」　（江戸時代）近代語研究　第一集房収　福島邦道

　武蔵野書院

／「近代語研究文献罵録」　（明治以後）近代語研究　第一集所収　古圃東朔

　武蔵野書院

「国語学（1－64号）論文記事目録」斎藤義七郎　昭和4！年，

f国語学論集（20－38年）収録予定論文リスト第一草案」論説資料保存会昭

　和44年

「国語と国文学（1－500号）分類総目次」

ド国諮國交の研究・国語国文総沖繋索引」

「雷語生活1号一200号総厳剥　　筑摩書房

などから，漢語に関係のある論文，著書名を抜き出し，「漢語研究に関する

著霞論文厨録草稿（1）」を作成した。

　（2）　『花椥春話』のカード採集と分析

・a）　『欧州奇麹花柳春話』　（丹羽純一郎訳・明治11～12刊　初編～附録　5禍）

　のカード採集を完了した。

　　『通俗花梱春話』　（丹羽純一郎訳・明治17刊　初編～四編　4冊）も，初編

　のカード採集を完了した。

lb）そこで，漢文直訳体の「欧州奇事花柳春話』の初編と，和文体で馬琴調

　といわれる『通俗花柳春話』のそれにあたる部分とを比較し，文体の異な

　る両者にどのような関係がみられるか，分析してみた。その結果は，以下

　の通りである。

　①調査単位は，文節であるが，漢語については，次のように扱った。

　　1）並立語は一単位とする。　（和語・外来語も同じ）

　　　（例）真善美，花鳥風月，唯々諾々，文学技芸，一小屋一美屋

　　2）連体修飾語＋被修飾語は一単位とする。したがって，連体詞は認め

　　　ない。

　　　（例）　○○式○○，○○的○○，普通学士，人喪交際
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3）　「漢語十漢語」十の十体言の闘係で，　「漢語十漢語」が，二二の関

　係，連用修飾格＋被修飾格の関係にあるものは一単位とする。

　　（例）　風日美餅ノ好時節，一笑傾国ノ風姿，

　4）　「漢語＋数詞」の関係で連体修飾格＋被修飾子の関係にあるものは．

　　一単位とする。

　　（例）　午後五時，短歌一篇

　5）　人名の「姓」と「名」は切らない。

②　語種別・晶詞別にみた『欧州奇事花柳春宵』と『通俗花柳春宵』の用

　語を，延べ語数と異なり寸寸で比較すると，次の通りである。

〈1＞用語の品詞別・語種別一覧衰

満書名言触臨∴） 外臨寛和ff1和漢混晶
延ぺ（欺り）延べ（異納並べ（異なり）

　冷
麺ぺ（異なり）

名欧・構・…（1…1）…58・（・8・）i・2・（・4）1　・・1・§≧1，玉巨一．（・・）睡（…99）

・・通魑ﾋ“爾脚1826）陣”～（4”・ll・巨”（・5）i　38（財田1：i・1）

動

詞

形
容
詞

形
容
動
詞

副

詞

連
・
接
・
感

計

剛【酬
1’t，162（3sg）1’ 1623　（333）1　2，7ss（722）

逓 …
俗

騨（893訂’
”ll”4’E’一‘“’““k’5b”51””g；61’g“（b”，”6i

剛酬
通《

挫（・・）l

I49・爾i

i
…　
｝
一

．！．．？．g．．fi．．．．．．．F．f．1．？

1　497　（131）
願矧．

通俗1

・．i・・8・一P一・i一・u－f－1－8一？1一一．

Illl　（44）1

撫鰍175．鯉
｝32（23）い・3（・・）

墜曲事t§・　　　　　．s．？．e．？．kr．．g．g．zf｝．g．s．？．！

通俗1　・・（・1陣（麟「

欧州側　　138i（24）i
冠”…�黶c…卜・・（・9）1

k．？．．．．．．．．Sl．｛？1．．Ei．！3．e．｛15．7．｝．

…Pf…堕爾
1　3sl　（24）

1379　（49）
剛翻1：鯉．鱒！睡・鯉至・1＿！烈25（・3）IS73（・・7）ド…（・粉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　”祠；・§’で・42ヲ陣1醐通俗lg63（・99）9，・・0（・・16・）・・3（・・）1；9“

一48一



（2）漢語の品詞別’字数別一覧表

矯遠

　羅
　威：

　　戸帳　　　名詞
ミ翻＼麺べ（異な・・

　副　詞

延べ　　（異なり）

　　計　1
　　　　　　　延べ　（異なり）1

　　　　　　｝

一字漢語
附：腰L熈＿鮪π
i通俗1・・7（88）

ハ
0
”
7

1
”
0

8
…
3

e，i；；7gs’P
　　一・1

（ss）　1

二轍語 ?特訓器繋「1烈塁；；騰i
　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　h　國　　　　國　’

　　　　i
　　　　欧州∫奇事　　　82
　　　　ヨ二二 焔�c瀦　38

．鮒ll一
（30）　i

EI，5）rm撃高香hwwiJ，’　’　’lg’g5

　　　　38　（30）

四字漢語

　　　　　　・・．鰍．1．魍：膿，！．

通俗127（23）ザ
』欧少構！．2．俗．．±．

通詞

　　84　（67）

T「27’』』爾一

鴇
．
．
μ
奨字蚤

2
125一’

一蠕騰謬「 （‘i）

”k’b5’H” 堰f一
4
”
Q
u

（の

（3）

八字漢語

九字漢語

烈！撚1．・．魚⊥
通俗圃p

1 （1）

勾
’
・
俗

奇
…
州
”
欧
．

蓮

｝．”””H”一”g？．一．．L

”i”””H”一” d15’一”P
－
輔
－

（1）

（1）

1吹i・［・1奇薯・：
@｛＿3567　　（王ζ勲．．圭＿

樋俗［937（49・）i

g！RT，swu）’ 奄獅魔d；，ggmu（V，g一，）’

26 （・）「…；甜…幽爾”

　（1），（2），（3）の表から，『欧州奇事花棚春話』と『通俗花一抱話』に使用さ

れている漢語の計量的な相違は明らかである。たとえば，延べ語数で漢語の

占める率は前者で約28パーセント，後妻で約10パーセンFである。また，異

なり語数では，漢語の占める率は前者で約51パーセント，後者で約17パーセ

ントである。これらの差が両三に用いられている漢語の質とどのようなかか

｝p　Dをもっか，今後の分析の手がかりとしたい。
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（3＞駒・漢混種語の品詞別一覧表（漢語サ変を含む）

　
　
　
＼

詞
恥

名詞

延ぺ（異なり〉

　動詞　　形容動詞　　副詞

延べ（異同単べ（欺り）【延べ（異なり）

曇
ロ

延べ（異なり）

一字漢語

と和語

二字漢語

と和語

三字漢語

と和語

四字漢語

と和語

五字以上
の漢語と
和語

二
＝

欧欄・1・・（s．？．！．．g．F．i．．．．f．｝．i．g？．E．．．．A．．？．．．．”g．？．fi？．．L．．f．i．一．一．．．f．？．？．1．．f．？．iD．．．．g．．s．．？．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あμ一碕‘…〟c”…今一 ui’5””’（ig51”i6b”””k’k’7’51’”””S”””’（4”）｝・

　　　　　　・（1？．1．．9．．7．9．．．S．？．96．？！．．｝A．9．．一．Sl．？．1，）L．焦．璽1426鱒．騨撚．！

二丁「7　（s）1　40　（34）123（・9）i・…運・・3・

．蹴鰹．1・（3）1　7　（，）1・（・）1…）い4・・2≧

通　俗1・①1一　｝　　1一　　・①

廟劃
通俗1

一
… ・（・）「祠1一 6　（6）

E一’””’ 求f2’51’‘一

1一 2　（2）

．墜グ：鞭．i

通俗「

IIIIIIIIIilllllllL．．一一v一．1．

…
一．願蕪い5（ll！l巨・・（33・）1・86（・5・）1　・・1｝・）187・（・・5・

通俗陣’（29）｝・42“圃”9”S’”（i”・1「・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（司’猶爾

　③　『欧州奇事花柳春話』の四字漢語と，それに対応する『通俗花柳春

　　話』の表現

　　　漢文直訳体の『欧州奇事花柳春話』は四字漢語が多いが，これらは，’

　　和文体の『通俗花柳春話』ではどうなっているか。同じか，違うか，比

　　写してみた。その結果，次の対応の型がみられた。なお，四字漢語と

　　は，調査単位で認めたものをさす。そして，　「二字＋二字」の関係にあ

　　るものに限った。並立の関係，主述の関係，修飾の闘係は，　「二字＋二

　　字」の関係をさし，〈　〉内は，その漢語の機能を示す。また（a）（b）（c）な

　　どは対応の型を示し，たとえば，（a）漢語一和語　とあれば，左は『欧

　　州奇事花柳春話』，右は『通俗花卍巴話』を示す。

並立の関係　（1）〈体欝＋体雷〉

〔1〕　『欧州奇事花柳春話』の四字漢語に付属語がついた場合
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（a）漢語一漢語（問語）

　　　　　　　　ソ

　
　
｛
　　　文学技藝二野ナリト難睡（欧　85ぺ11）
　　　　もんがへぎ　けい　　　つと

　　　文学技藝に難けれども（通　101ぺ9）
　　t

（b）漢語一漢語（別面）

隙二驚譲；；郵：ζ潔欝2）
　
　
｛　　　能ク憂鋼勿ノ是非得失ヲ辮解スルヲ得ソ（欧　52ペユ1）
　　　　　だう　り　わぎまへう
　　　物の是非を辮知得べし（通　62ぺ7）　
　
｛　　　詩文題詞ヲ善クシ名欧常呂顯ハル（欧　39ぺ5）
　　　し　ぶんしゃう　よも　　キハな　たうしう　　ありは

　　　詩文章を善し其名欧洲に痴る（通　50べ5）　
　
｛　　　カウカ　クソウはウ　　　　　　　　　　カタムカ　　　高閣屡櫻ハ十四傾ントスレ俺（欧　67べ5）
　　　かうろぢけっかくいらか　たら

　　　高距傑閣藍を併べ（通　77べ10）

（c）漢語一和語

　　　せニボジ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クワンロずロ

　
　
｛
∫
　　　正邪醤悪ハ人性ノ自然二野知スル所（欧　3Gべ8）
　　　　　よしあし　　　おのづ　　　　ひと　　　　　さが　　　しるところ

　　　世の蓋置ハ自から人たる性の知所なれば（通　40ぺ10）

　　　　　　　　　　　　　　ジツブツ　　　リヤウダツ

雛灘灘離轟夏霧（＿，）
　
　
｛　　　　　　　　　　カノ　　　濁り皇天上帝ノ竪スルアサ（欧　55ぺ6）
　　　　　　飛ミ　　　　　　　　　　た　　　　しるもの
　　　皇天上帝ならで他に知考なし（通　64べ12）
　　　　かミ〉

纏墨諜鞭1；；：黙ll

（d）漢語一和語十の十和語

　　　　　クワンゲノ

　
　
｛　　　曝歌管絃ヲ教ユルノミナラス（欧　48ぺ7）
　　　をしふるところ　ただいとたけ　　わぎ

　　　教所ハ蕾管弦の業のみならず（通6Qぺ1）
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　　　　　　　　　　　　ペソキヤウ　　　～　　　　日夜二習享讃露ヲ勉張スレ悔（欧　37ぺ6）
　　　　ひごと　ヱごと　　　よ　み　か　ぎ　　みち　　がニペ

　　　　毎日毎夜に罫書習字の遵を学ど（通　48ぺ10）

　（e）漢語一その他（文）

　　　摩・磯魚；館鯉轡・。・欧38ぺ12）

　　　L窟るも貧も貴も又賎も差別を為さで（通　49ぺ12）

　　　　ヘイシリロ　　　　　　　ソナ　　　｛　　　　類酒姻草モ亦傭フ（欧　81ぺ12）
　　　　さけ　　　　　　たばこ　　　そたへ

　　　　酒もあy二丁も備おかせたり（通　97ぺ10）

　　　　　　　　　　　イノ
　　　　君ノ幸編安全ヲ祇リ（欧　55ぺ7）
　　　　　　ゆへすもからふく　　　　　　　しら　　　　　　　　　　　なか　　　　なか　　たゆ　　　　　　したゆくみつ

　　　　君の久後幸福をしるや知ずやいさ∫州堰れて中ハ絶るとも一ド行水のかよひ
　　　　　ち　　　かば　　　　こニう　まこと　　　おさ　　ゆふ　　　　　　　　　　　　　　　つエが　　　　　　　よ　　　いだ　とみさかハ

　　　　　路ハ攣らぬ心の誠のみ朝な夕なにおん身のうへ慈もあらず擾に掛し富栄

　　　　　　　　　　　よモ　　　　いのりたてぜっ
　　　　　させ給はせと外より祈　奉らんと（通　65ぺ2～4）

　（£）　漢語一なし

　　　　？天地萬像ヲ以テ悪毒ヲ産スルノ物質トナシ（欧　85ぺ1）

　　　　・譲書ノ間二女杓國林二散歩シテ（欧　40ぺ5）

〔琵〕　『欧州奇事花柳春話』の四字漢語に付属語のつかない場合

　（a）漢語一一漢語（問語）

　　　　　　クワゆドイ　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノコ

　
　
　
モ
　　　　土地貨財悉ク幼女フロレンスノ手二遺ス（欧90ぺ8）
　　　　ゐぶつ　　　と　ち　くわざいのこら　おさなご

　　　　遣物の土地貨財残ず幼児フローレンスの所有とこそハ成にたれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通　110ぺ4）

　（b）漢語一一漢語（国語）

　　　｛　　　　　　ソウシ
　　　　衣叢風姿美二非ラサレに（欧　86ぺ10）
　　　　い　ふな　　な　ち　　　かきら

　　　　衣服ハ綺羅を飾ねど（通　102ぺ7）

　　　∫　　　　　　　　　ギ　　カヴア　　カン
　　　　アリス同ク飢渇苦寒常二可燃身二迫マル（欧　31ぺ9）

　　　　隣罎笙泳護瀞・．幽i豪認ふの’F（通42ぺ・）
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　（c）　漢語一和語

　　　　ジンヒンさツゆク　　　　｛1
　　　　人品骨格亦賎二非ス（欧　86ぺ11）

　　　　そのひとがら　　いやし
　　　　其人品ハ賎からず（通　102ぺ8）

　　　　　　　　　　　　　ジンジむウ　　　　｛
　　　　主人少女共二抄入ノ尋常ナラサルヲ察シ（欧　6ぺ5）
　　　　おぎな　滋と訪　　　もろとも　　そのひとがら　　よのつね

　　　　野嬰少女も諸共に其人相の尋常ならねば（通　8ぺ9）

　　　　　ビンセフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニアト　　　　　｛
　　　　性敏捷ニシテ進退動作鑑ク其度ヲ得（欧85ぺ12）
　　　　　さがいと　　さかしく　　　　　たち窪腰りふる皮ひ　みなそのほど　　あば

　　　　其性最も敏捷て身の進退羅動も皆其度に適ざるなく（通　101ぺ1e）

　（d）漢語一その他（丈）

　　　　｛
　　　　縦令ヲミ性ノ良智良心アルモ（欧　47ぺ7）
　　　　たとひ　ゆやうち　　ウやうのラ

　　　　縦令良智と良能のあるも（通　59べ3）

〔鵬四字漢籍十の十体言の場合

　（a）漢語一漢語（虚語）

　　　　　　か　　キフソンぷウ　　　　｛
　　　　今や危急：存亡ノ秋至レリ（欧　2ユペ3）

　　　　いま　　ぎ　まふ　　とぎいた
　　　　今や危急の秋至りぬ（通　27ぺ3）

　　　　　　ヰウク　ノ　　　｛　　　　上帝造化ノ恩即チ彼ヲ生セシムルノ理ヲ説ケリ（欧　44ぺ11）
　　　　　づだい　　　　　　さうくわ　　おん

　　　　先第一には造化の思（通　57ぺ11）

　（b）漢語一和語

　　　　｛　　　　　　　　　　　サヨ　　　　荒原平蕪ノ中二迷ヒ（欧　14ぺ5）

　　　　のはら　つち　まよ
　　　　原野の中に迷ひ（通　20ぺ1）

　（C）漢語一その他（交）

　　　　｛
　　　　慮墨動作ノ禮ヲ教ユ（欧　48べ8）
　　　　あひさつ　　　　　　たちふるまひ　　とも　　ひゴ　とお

　　　　癒勢ぶサも動作も共に礒々回す）・．むれぽ（通　60ぺ1）

　　　　　　ゲンノト　モクシ　　　｛　　　　滋ノ嚴威黙思ノ顔ヲ思ヘハ（欧62ぺ9）
　　　　きみ　　ゐ　ぎ　たゴ　　　　い　　　　　　　　　　　　　おは

　　　　君の威儀正しく最とおごそかに在するを思へば（通　72ぺ12）
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　　　　　　　　クワンけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キエツ　　　　｛　　　　　霜ノ毒笑緻話ノ顔ヲ思ヘハ妾ノ心奨二黒悦二堪エス（欧　62ぺ10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころい　　うれ　　　　　　　　　たをまふれわら　　　　　　　　　　　　　ゐ　たタ　　　　　　　うちとけ　　　　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　　ざみ　　　　　君の打解て戯笑ひ時給ふを思へば心最と嬉し（通　73ぺ1）

　　（d）漢語一なし

　　　　’是レ春末夏拐ノ天ナリ（欧　60ぺ6）

　　　　　　　　　ヒタン　　コモゴ
　　　　・生別死別ノ悲嘆交モ來テ（欧　83ぺ2）

　　　　・往々才子美男ノ讃称稀事フト難尾（欧38ぺ4）

　　　　　　　　　　　　カタハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イツアクシニ
　　　　・マルツラバースノ傍ラニ來リ早ク已ニー揖握手ノ禮ヲ行フ（欧　28ぺ2）

並立の関係　（2）〈形状悪臣形状言〉

〔1〕　『欧州奇事花柳春話』の四字漢語に付属語のつく場合

　　（a）　漢語一なし

　　　　　イ　　　　ダク　　　　　　　　　　　　　　　　　ツカサ

　　　　・唯i々諾々トシテ家事ヲ司トリ（欧　36ぺ8）

〔の四字漢語に付属語のつかない場合

　　（a）漢語一なし
　　　　　　　コウぜ　ボクトツ
　　　　・所謂剛毅木訥仁＝近キ者ノ類ナリ（欧　40ぺ9）

並立の関係　（3）〈動詞十動詞〉

〔1〕　『欧州奇事花柳春話』の四字漢語に「す」がっく場合

　　（a）漢語一文

　　　　｛　　　　　　　るレ　　ナァガアゼン　　　セて

　　　　　今や危難限前二塁：」千思県勢スレ臣（欧　14ぺ9）
　　　　　いを　　ざなん　　　あみ　　い　　　ちゴにこレろ　　　　くだ

　　　　　今や危難の網に入り千思萬考を擢くとも（通　20ぺ4）

　　　　｛　　　　　へ　　　　　　　　　　　アリス左転低聲シテ臼ク（欧　13ぺ8）
　　　　　　　　シバヲ三璽七
　　　　　へ　　　まゆをりちひそ　あたり　みぼはしこゑ　　ひく

　　　　　アリスハ回歴め四過顧親聲を低し（通　17ぺ4）

〔琵〕『欧州奇事花柳春話』の四字漢語に「す」のつかない場合

　　（a）漢語一嘆語（同語）

　　　　｛　　　　　シヤウハフ　　　　　　　　　　　ロック
　　　　　商法二才アリ勉強刻苦年ニー年ヨリ富大ト爲リ（欧　91ぺ9）
　　　　　しやうはふ　い　　　さいたけ　　　　　　　　　　　　　　べんざやりこっくとし　　　いくら　　　まうけ

　　　　　商法に最と滝口たるのみならず勉強刻苦年々に多少か儲て（通　110ぺ10）
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（b）漢語一文

　　　フクワク　　キヨ　　ボク　　　　　イウ　ジテキ

　
　
｛　　　畠中＝居ヲトシテ優游自適（欧79ぺ6）
　　　いなか　　　ひきしりそ　りぽよ　　　ほか　　つざはな　　なか　　　　としつ　ぎ　　おく

　　　頚郭に退隠き浮毯の外の月乾を詠めて年月を送りしが（通　94ぺ1）

　　（c）　漢語一なし

　　　　　　ファ　をソガウキフ　　　　　　ノ　ヘシ　　　　　　　　ノあシ

　　　　　・憤憲呼掛天ヲ罵サ地ヲ署り（欧85ぺ2）

ま：述の関係　（1）　〈体言十形状讐〉

〔1）『欧州奇事花柳春話』の四字漢語にrの」が付いて体需をこつづく揚合

　　（a）漢藷一漢語（岡語）

　　　　｛　　　　　風日美餅ノ好日寺負行トノ、ゴーリ　ヌ　　（区気こ　　59ぺ5）

　　　　　ふうじつび　けん　　じ　せつ　　　　けにこのとぽ　　いみ

　　　　　風N美餅の蒔節とは實此時を欝なめり（通69ペユ0）

　　（b）漢語一文

　　　　　　　　　　ハル　　　　　　　もイザウシコ　　　コトウ　メイメツ　　　　｛　　　　　平蕪荒漢ノ間筆記ニー製造所ノ孤燈曙滅タルヲ見ル（欧　1ぺ12）
　　　　　の　すゑ　　くさ　　あひだ　　　　はるか　み　　　　　ともしび

　　　　　野末の草の聞隙より蓬…に見ゆる燈火は（通　1ぺ10）

主述の関係　（2）〈体言十動詞〉

〔1〕　『欧州奇；闘花柳春話』の四字漢語に「の」がついて体諌こつづく場合

　　（a＞漢語一漢語（同語）

　　　　｛　　　　　君日共治ノ論ヲ主張シ（欧　33ぺ6）
　　　　　くんみんぎようち　　せつ　　　しゅちやロト

　　　　　君畏共治の説を主張し（通　44ぺ7）

　　（b）漢語一文

　　　　　　ジヤウタイ　　　　　　　　　　　　　　　　　どナン

修飾の関係　α）〈連体修飾語十善修飾語〉

〔1〕『欧州奇事花柳民話』の四字漢語に付属語のついた場合

　　（a）漢語一漢語（別語）
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　　　　｛　　　　　共和政膿ナル書生ノ爲メニ（欧　33ぺ7）
　　　　　きょうわたう　　　しょせい　　ため

　　　　　共和叢なる書生の爲に（通　44ぺ8）

　　（b）漢語一語十の十語

　　　　　　　　　　クヴソゼン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　ぐロ

　　　　擁議欝鵬講灘覧∴望⊇y）

　　（c）　漢語一一一なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イウ　
　　　　・マルツラパース嘗テ日耳門二在テ風流継禽二優溝シ（欧　38ぺ4）

〔野〕四字漢語十の十体雷の場合

　　（a）漢謡一語十の十語

　　　　膣細編二：黙望：

　　　　｛
　　　　　猫ホ普通學士ノ下二出テス（欧　86ぺ3）
　　　　　ふつう　　　　がくし

　　　　　普通の樗才に下らねば（逓102ぺ1）

　　㈲　漢語一文

　　　　｛　　　　　　　ハらロケン
　　　　　中古封建ノ世二當テ（欧68ぺ9）
　　　　　そのむかしはうけん　　　　　　あた

　　　　　中古封建の世に肥りて（通　79べ4）

　　（d）　漢語一なし

　　　　●アリスノ所行階下慶i女ノ風二非ラサルモ（欧　51べ7）

　　　　・ノーマソバ佛国北部ノ地名ナリ（欧　67ぺ10）

修飾の関係　（2）〈連体修飾語十数詞〉

〔1〕　『欧州奇蕩花御海流』の四字漢語に付属諮のつく場合

　　（a）漢語一語十の十語
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　　　　陣灘開講犠：監認

　　（b）漢語一文

　　　　｛
　　　　　今夕七時ヲ期シテ此所二二リ（欧　26ぺ7）
　　　　　このたそがれ　　あひつ　　　　　　　ふたム　こ　エ　　　きた　　たぼ

　　　　　此黄昏を合期として再び此礎に來り給へ（通　35ぺ3）

　　（e）　漢語一一一なし

　　　　　短歌一篇ヲ教エジ（欧　46ぺ6）

〔匪〕　『欧州奇事花柳春話』の四字漢語に付属語のつかない場合

　　（の　漢語一文

　　　　　　　　スペ　　　　　　　　　　　　　　キヅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かウやウ　　　　　ソナ

　　　　　家歴ハ総テ白石ヲ以テ築キ客室九個，覆房八箇，厨既井ヒ備フ（欧　68ぺ

　　　　　　8）
　　　　　い　へ　　　おほむ　い　し　も　　　つく　　　　ざやくまこムのつね　ま　やつも　くりやうまや　　ならびそな

　　　　　霊屋ハ概ね白石以て作れり客蜜九箇覆房八個脳概も井備へり（通　79ぺ

　　　　　　3）

　　（b）漢語一数を示す語＋の＋体言

　　　　膿灘男雛鍵認諜1：黙1：

修飾の関係　（3）　〈連胴修飾語十被修飾語〉

〔1〕『欧州奇事花柳春話』の四字漢語にfの」がついて体雷につづく場合

　　（a）漢藷一なし

　　　　　　　　　　クワウコツ　ジヤウ
　　　　・人ヲシテー目幌惚ノ情二堪ヘサラシム（欧　48ぺ6）

〔の　『欧州奇事花柳春話』の四字漢語に「の」がついて体言につづく場合

　　（a）漢語一転

　　　　｛　　　　　獅ハ僕力爲メニハ九死一生ノ恩人ナジ（欧　25ぺ5）
　　　　　おんみやつかれ　　　　　すくひ　おんじん

　　　　　卿一山の九死を救し悪人なり（通　31ぺ10）

　　（b）漢語一なし

　　　　　・一身保護ノ利ヲ得ンりヲ以テセハ（欧　46ぺ1）
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　（3）近代語の文献資料の調査

　本年度は，九州大学の図書館および文学部の筑紫交庫と，熊本大学図書館

の時習館文庫との明治初期洋学資料・翻訳小説・啓蒙書の調査を行なったQ

　九州大学では，笠国男，山崎正，中村強輔，西村建二の諸氏，熊本大学で

は，淵上順三，坂本竜蔵両氏のお世話になった。

　また，国立国語研究所の20周年記念の展示会に，　「明治初期の文章表記」

というテーマで文献の展示を行なった。　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　来年度は，（1）漢語研究の著書・論文昌録作成の作業を継続する。（2）『通

俗花柳春話』　（2～4編）のカード採集を完了し，一覧表の作成，および

『欧州奇事花柳春話』との比較研究に入りたいと考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飛田）
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電子計算機による言語処理に関する基礎的研究

A　目的と意義

　電子計算機を使って，語彙調査・用字調査，あるいは用語索引の作成など

を行なおうとすると，言語単位（単語）の認定や活用形の処理・漢字の取り

扱い等，計算機に，ことぼや文字を扱わせる上での，さまざまな騰題が生じ

てくる。このような面での閥題が解決されていないために，計算機の導入当

初に実験した「くもの糸」の用語索引の作成（報告書31・蓋藤論文参照）や現

在進行中の新聞の語彙調査・用字調査においては，ことばや文字の面の処理

は，ほとんど人間の力にたよらざるをえなかった。処理システムの各所に，

入手による作業が介在することは，処理の能率に大きく響くばかりでなく，

データの等質｛tkが保ちにくいために処理結果に思いがけないミスを生みやす

い。

　このような言語的な面での処理作業を，自動化していくことが，この研究

の，さしあたっての目的である。しかし，言語的な処理を霞動化するセこは，

データの言語的な性格を分析し，一つ一つの処理について，もっとも基本的

なところがら処理手順を検討し，アルゴリズム（演算法則）を確定していか

なくてはならない。したがって，当葡の匿的は，語彙調査・用諮調査の処理

システムの向上にあるとしても，その成果は，広く，言語データの機械処理

に，理論的な根拠を与え，処理方法の合理化に役立つものとなろうQ

B　担　　当　　老

　この研究は，第一資料研究室の田中章夫。江川清・中野洋が担当し，第三

資料研究室の石綿敏雄・言語計量研究室の斎藤秀紀・木村繁の協力のもとに

進められた。また，第一資料研究室の小幡利子（44・2・1第三資料研究室に配

罎験え）・益子芳江・堀江久美子が，研究作業を助けた。
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C　これまでの研究経過

　大量語彙調査に，電子計鐸機の導入が決定した年度において，将来醐発す

る必要があるプPtグラムとして，つぎの四つがとりあげられ，おもに理論的

な面の研究に着手した　（年報17　「電子計算機による大開語彙調査の準備的研究」

118～119ページ）o

　D　自動単位分割

　2）　自動よみがなつけ

　3）　活用形の自動修正

　4）　自動語彙分類

　これらのうち，（1）の「自動単位分割」については，主として石綿敏雄が担

当し，その結果は「電子計箪機による言語単位分割自動化の研究一第一次

報告（昭41●1月）」にまとめられている。　これは，構三論的な考え：方から

せまる方法であるが，その後，江川清が，　「漢字かな回り文の自動単位分割

に関する一研究（計量岡語学43・昭43・4月）」で，データの中の漢字・カナ

・符号等の並び具合を手がかりとして単位切りを進める考え方を示した。

　（2）の「自動よみがなつけ」については，テーブル・マッチング方式のみ

による漢字の解読方法を検討し，田中章夫「電子計算機による漢字の自動解

読とその問題点（計蚤国語学37・昭41・6月）」として発表した。

　（3）の「活月彬の膚動修正」については，プログラムに組みこむ用言活用

形のフォーマットを検討した程度で，具体的なシステム設計には，はいって

いない。

　（4）の「自動語彙分類」については，主として層別の分類法を扱ったもの

に林四郎「新聞語彙調査における層別とその意味（報告書34）」があり，意

味からの自動分類法の基礎的な研究に，石綿敏雄「言語の意味と言語情報処

理（報｛内書31）」がある。

　以上のほか，システム設計の基本的な資料を得るため，42年度から，漢字

かなまじり文のXソトロピー（文字の現われ方についての連続確率）の計鋒
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を行なった。これについては，斎藤秀紀「漢字かなまじリデータのエソyロ

ピー一（計量国語学43号・昭43・3）」に，テスト結果が報告されている。

D本年度の研究

　前年度まで，主として理論的な側而を研究してきた課題のうちのいくつか

について，実際のシステム設計と，実験を行なった。

　エ）　言藷単位の自動分割

　漢字かなまじりのデータにおける文字・記号等の連続確率から．語の切れ

つづきを推定し，単位切りを進める方式と，構文論的な分析を自動／｛勺に進め

て，その結果によって単位を切っていく方式の罰方について，システム設計

遂行ない，両者とも，一応，所期の実験結果を得た。

　前潜については，長単位・短単位の二種類の単位切りを実験したが，いず

れも，90％以上の成功率を収め，処理時間もきわめて短かかった○後轡は，

文法規則を記憶した辞書を使うため，照合（辞警引き）に時間はかかるが，

漢字かなまじり文に限らず，すべてのデータについて．広く使用できる。今

繍実験したデータについては，ほぼ完全に成功したが，辞需の拡充が，今後

の課題である。　C晋縮敏雄・斎藤秀糸己・木村繁「単語認定プログラム」情報処理学

会CL委員会資＊斗）

　2）　漢字の自動解1涜

　漢字かなまじリデ一門タの中に現われる盤内幕等：（漢字テレタイプに収容し

てある漢字）2，110字を，強動的に解読し，適切なヨミガナをつけていくシ

ステムを作成し，実験を行なったQ新聞記事4，200字分についての実験結果

は，処理時間17分程度で，成功率は．欝1有名詞をのぞいて80　％程度であっ

た。システムの内容については，田中章央「漢字の自動解読システムについ

て（計竜国語学48号）」に紹介してある。

　3）　活用形の終止形変換

　活用形の自無変換のうち，語彙表や用語索引の作成のさいに，まず必要と

なる「終止形変換」について，プログラムをki一成したQこのプPtグラムは，
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新聞語彙調査の短単位処理システムの一部として，実際に使用される予定で

あるが，このプログラムの活用形テーブル（辞書）そのものは，活用形処理

全般について使えるようになっているQまた処理結果としては，終止形への

変換結果のほか，活用形ごとの度数カウントも得られる。くわしいことは，

江川清「活用形処理の自動化に関する一方式（報告書34）」を参照されたい。

　4）層別。類別語彙表の作成システム

　語彙分類の自動化については，まだ，実際のシステム設計には，はいって

いないが、入力情報に基づいて各種の語彙表を作成するシステムを作成しつ

つある。層別三筆表1乍成システムについては，すでに41年度に作成を完了

し，42年度から新聞語彙調査の長単位処理システムの一部門して実際に使わ

れている（年報18・19「下聞の語彙調査」に報告ずみ）Q43年度においては，層

別語彙表作成システムの結果に基づいて，層別特徴語を検出するプ．ログラム

を作成し，41年版朝日新聞朝刊半年分をデーータとして，実験を試みた。実験

結果は，木村繁「層別特徴語の判別（報告書34）」に紹介されている。

　類別語彙表の作成システムについては，データに付いている位置（語構成）

情報，語種情報，開戸情報，活用情報を利用して，各種の語彙分類を自動的

に実行し，謡彙表を作成するシステムを作った。このプPグラムは，語彙調

査の短単位処理システムの一部として使用されるものである。内容について

は，中野洋「認彙調査の類別語彙表（報告書34）」を参照されたい。

　上記のほか，文部省科学研究費（試験研究）による「言語情報処理におけ

る漢字処理の実験的研究（研究代表者・林躍郎）」として，漢字かなまじリデ

ータを，全文かな・ローマ字に変換するシステムの作成を行なった。

　報告書等の刊行

　現在進行中の新聞語彙調査の処理システムの紹介と，言語情報処理に関す

る諸研究の報告とを内容とする「国立国語研究所報告34・電子計算機による

国語研究（9）一昭4わ3月」を刊行した。N次は，つぎの通りである。

　　林　四郎　　旧聞語彙調査における層別とその意味

　　斎藤秀紀　　電子甲州機による語彙調査　　一一主として長単位処理について
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木村　繁

中野　洋

江川　濤

石綿敏雄

野村雅昭

罰中章夫

：石綿敏雄

木村　繁

　’また，所内研究資料として，

10月に刊行した。内容は，

　　LDP1
　　　斎藤秀紀　　電子計算機による旧聞の胴語調査

　　　木村　繁　　AO～J1の延べと異なり

　　　土屋信一　　送りがな調査の集計システム

　　　野村雅昭　　漢字調査の機能処理について

　　　HASimon　　　　　　　　　知性の発達についての情報処理理論
　　　江川溝訳

　　　石縞敏雄　　「言語の意味と言語情報処理」修正補記

　　LDP2
林　四郎

木村　繁
斎藤秀紀

野村雅昭

斎藤秀紀

木村繁

石綿敏雄

暦別特微語の判劉

語彙調査の類別語彙表｛こついて

「活用形処理」の鼓動化に関する…方式

COBOLによる漢字索弓if二成

新聞使用漢字の試行的分析

漢字かなまじり文を全文カナ需き・ローマ字書きに変換するシステ

　ムについて

樒文解析自動化の研究1

　　　－Cしからの構文論の児通し

構文解析lk動化の研y「：　ll

　　　一文構造解析のプログラムからプログラム言語へ

　　　　　　　　LDP（月報別鮒）1を5月に，　LDP2を

　　　　　つぎの通りである。

P一マ字データ段落別語彙調査プPtグラム

長単位比率計算用プログラム

総合漢字テーブルの構想

漢テレーLP　：文字：変換プログラム

COBOL用　平方根サブルーチン

構文解析自動化の研究
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E　今後の予定

　今年度作成した「自動単位切り」　「漢字の自動解読」　「活用形処理」　「類

別語彙表作成」の各プログラムを，さらに改良して，処理の能率と精度を高

める予定である。また，現在、手作業によって行なっている付加情報（位置

情報・語種情報・品詞情報・活∫i鞘報）の書きこみを，自勤化することも｝ヨ

ざしている。そして，最終的には，以上のプログラムを．一本のシステム

に，有機的に組み含わせて，「単位切り→ヨミガナつけ一終止形変換一・付加

情報の記入→類別語彙表の作成」を，一貫して行ないうるプログラム・シス

テムの完成を園標としている。

　また，「言語情報処理における漢字処理の実験的研究」としては，　「漢字

一かな（ローマ字）相互変換システムの」設計を進める予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）
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社会構造と言語の関係についての基礎的研究

A　匿　的・意　義

　焉語あるいは言語生活は，社会生活およびそれを規定している社会構造と

密接な関係を持っている。その関係を明らかにするための基礎的準備的研究

を行なおうとするものである。

　比較的単純な構造を持つと思われる農村について，共通語生活と方言生活

との交渉・接触の酉を重視しつつ，言語およびその用法（の変動）と社会構

造および社会生活（の変動）との関係を明らかにすることを目ざしている。

　調査地点としては福島漿伊達（だて）郡保原（ほばら）町地区および隔島

市郊外の茂庭（もにわ）地区：を選んだ。

B　担　　当　　者

　飯豊毅一（音韻・文法を中心に言語および言語使用の面），　渡辺友左（語

彙および社会構造，ならびに二三の関連の面）が担当し，東郷はるみ佃姓

河東，43．5．20退職），中島美智子（44．6．1採用）が作業を助けた。

C　これまでの経過

　昭和40年度に始めたこの調査は昭和42年度までに次のようなことを行なっ

た。

　（1）老年層を対象とする，音韻・文法の二二体系の概略の調査と一部の語

　彙体系（親族語および形容詞・形容動詞）の調査。これについては「福島

　県北部方雪の親族語と形容詞の語彙体系一福島北部調査報告ij　（園立

　国語研究所論集3『ことばの研究』昭和42年3月）や国立國藷研究所年報19等

　にその一部を報告した。なお，この地の方言体系の特質を明らかにするた

　めに東北地方・関東地方等の各地についても参照調査を行なった。
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〈2）録音資料による実態調査。話し手の性・年齢・教養等の違いによって

使吊言語がどのように異なるかを調査するために録音採集を行ない，その

うち8時間分について二字化し，これより採集した約7万枚のカードによ

って分析を始めた。これは本年度に継続する。その一部については国立国

語研究所年報17・18・19に報告した。

〈3）社会構造の調査。各種統計表や記録により概観調査を実施した。その

一一狽ﾍ『社会構造と言語の関係についての基礎的研究α）一一一親族語彙と社

会構造一一』（函立隔語研究駈報告32）に報告した。

〈4）社会構造と語彙およびその用法の構造との関連の調査。親族語彙につ

いて，それが親族組織およびその社会生活における機能とどのような関係

にあるかをみようとした。これについては前記の国立国語研究所報告32に

その一部を報告した。

D　本年度の作業

裏　言語および言語使用の調査

1．1音韻体系および丈法体系の概略の調査

　　前年度までに準備調査として，保原地区および茂庭地区の音韻体系・文

　法体系の概略の調査を行なったが，本年度もその補正調査を行なった。さ

　らにこの地域の方言体系の特質や全：国方言における位置を明らかにするた

　めに，爽北地方（宮城県白石市ほか）や九州（大分県延岡市）において参

　照調査を行なった。

　ユ．2　録音資料による言語使用の調査

　　前年度にひき続き，約8時間分の録音資料について，分析を行なったQ

　　　分析を行なった項目は次の通り。

　　保凍地区4時間分（ほぼ文節梢当の単位によるカード枚数　19，042）

　　（1）語中・語尾において，共通語一k一音に対応して，どのような音声

　　　が」＝目いられ　いるか（一k一か，一g一か）o

　　（2）共通語の「～すれば」　「～すると」　「～するなら」などに対応する
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　　　仮定の条件などを表わす表現が，どのように用いられているか。

　　　茂庭地区4時面分（ほぼ文節相当の単位によるカーード枚数　18，010）

　（1）語中・語尾において，共通語一t一音に対応して，どのような音声

　　　が用いられているか。

　　②　共通語の動詞に接続助詞teおよび完了の助動詞taが連なってい

　　　る形が一rete，一retaであるものに対応して，どのような形が振いら

　　　れているか。

　　（3）共通語の「～へ」「～に」に対応する表現がどのように用いられて

　　　いるか。

2　社会横造と語彙およびその用法との閣連について

2．1社会構造と親族語彙

　　親族語彙を中心として，社会構造と方言語彙との関係をみようとした。

　本年度は，特に同族鰯をさし示す僅雷をとりあげた。

　　マキ・マケは，東北地方や関東甲儒越地方など，主として東臼本地方に

　広く分布する偲語である。このマキ・マケという僅言のさし示す社会的事

柄を，社会学者や民族学者は，本家一分家の家連合，つまり同族駅として

　とらえ，昭和10年代以降それについてのくわしい研究をつみ重ねてきた。

　臼本の農村社会学は，この同族圃の研究を軸にして発展してきた，といっ

　てもあながち過言ではない。

　　しかし，この主として東日本地方一円に広く分布しているマキ・マケの

　三富としての意味用法を細かに検討していくと，これまでの縫会学・民族

学において形成されてきた岡族随学説の一部にかなり大きな修正意見を提

　出することができるように思える。このことについては，昭和44年度に刊

　行ずる予定の報告書『社会構造と言語の関係についての基礎的研究（2）一一

　マキ・マケの揚合一』の中で，くわしく報告する。

2．2　「対人球心諾行動の研究」のまとめ

　　渡辺が言語効果研究室で昭和39年度に主として分担していた課題「対人

　酌言語行動の研究」のまとめを，本研究室における本年度の渡辺の仕事の
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一つとした。まとめた調査結果の一部は，報暫書『家庭における子どもの

　コミュニケーション意識』として43年12月に刊行した。

3　社会構造の調査

　　本年度も前年度にひき続き，記録や各種統計表による概観調査を行なつ

　た。

　　　　　　　　　　　E　今後の予定

（1）言語および言語使用の爺においてぱ，さらに場薦により使用語がどの

　　ように異っているか，あるいは言諮と喬語使用についてのこの地域の人

　　たちの意識がどのようであるか等について調査を進める予定である。

　（2）また，社会構造と語彙およびその用法との関連についても，通信調査

　　をも含めつつ，さらに各方面から調査を進め，蒲春の関係を追究しよう

　　としている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯豊）
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現代語の表記法に関する研究

一一翌閧ｪな・漢字一一

A　R　的・意　…淺

騒語の正書法を確立するうえに役立つ基礎資料を得るために，国語の文字

・表記法に関する諸問題を調査・研究する。

B　担　　当　　者

　調査研究の担嶺老は，贋綿敏雄・土屋信一・野村雅昭のヨ名であり，菅野

裕子（44．1．31退職）・小1瞬利子（44．2．1第一資料研究室より配置：換え）が

作業を助けた。

C　これまでの経過

　国語の交字表記についての諸聞題を明らかにするために，これまで二つの

方向から調査研究を進めてきた。一つは交字活動をいとなむ読み手および書

き手を対象とした，表記行動に関する調査研究であり，いま一つは，書かれ

た文字資料を対象とした文字表記の調査研究である。

　前者として40年度から，　「文字使用の実態調査」を採り上げ．後者として

42年度から，「新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究」を採り上げ，調

査研究を進めてきた。

　「文字使胴の実態調査」は，文字躍動をいとなむ読み手および憲：き手を対

象として，その表記の実態や，文字・表記に対する意識・態度を調査するこ

とを意図している。40年度には送りがな・かな書きの問題を中心に小規模の

準擶調査を実施し，41年度には約180人の被調査者に対して，同じく送りが

な・かな書きの問題を中心とした前調査を実施し，調査票の構成や質問形式

および分析方法等につき検討した。その結果、本調査は送りがな表記の問題

に限り，舛象は中学生・高校生・大学生，およびふだん文字に接する機会の
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多い社会人約3，000入とし，集計には電子計算機H：王TAC3010を使用する

ことに決めた。本調査は41年度末から42年度9月にかけて実施し，引き続き

集計作業を進め，42年度末までに一部集計表を作成した。　（眸報』18・19参

照）

　「新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究」は，第一資料研究室と言語

計量調査室で実施している，電子計算機による「新聞の語彙調査」にともな

い，漢字および表記の研究を行なうものである。語彙調査によって作成され

たデーータ（磁気テープ）に，さらに機械処理を加え，アウトプットされたデ

ー一　Bに人手による処理を施し，各種漢字表，語表記表を作成する。そして，

その分析・記述を行なうというのが，そのあらましである。

　42年度には，電子計算機による処理方法の研究，ならびに，長単位語デー

タによる，漢字調査の機械処理システムの設計およびプログラムの作成を行

なった。

D本年度の作業

　正　文字使用の実態調査（継続）

　本年度は，嶺初（1）集計作業の実施，（2）分析，（3）報告書原稿の記述，を予定

L，年度末に報告書を刊行して調査研究を終了する予定であったが，（2）およ

び（3）の一一部分を残した。これは集計作業に非常に時間を要し，11月まで研究

員の手を取られたことが大きな原因である。

　（1）i集計作業の実施

　前年度に引き続き，「作業の流れ」（『年轍19の128ベージ参照。）に従い，

1！。2（1）より集計作業を進めた。ただ，集計用プPグラムは，これまでのよ

うに横軸に年齢別を取った表しか作らないものから，任意の8コラムを駁れ

るように改めた。これで，この調査の集計のためのプログラミングは終了し

た。

　本年度に集計作成した表は次のとおりである。

1各調査語の学歴別・経験年数別・文字生活の程度（新聞を読む時間・手紙
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　を何通鐵すかなど）別の表。

2各調査語における「書く表記」と「読みにくい表紙」との組み合わせの，

　集団溺。年齢別の表

3関係のある調査語の組み合わせの，年齢鯛・集団励などの表。

　「関係のある調査語」とは次のとおりである。

（イ）同類と考えられる語の組み合わせ

　調査語46語は，語の質から分類すると，次のようになる。

　単純名詞1…養う・現われる・異なる・表わす・行なう

単純名詞2…終わる・合わせる・上がる・集まる・生まれる

　複合動詞1…割り当てる・受け付ける・売り出す

　複合動詞2…申し願わせる・誘い合わせる・向かい合う・生まれ変わる。

　　　　　　浮かび上がる

　単純名詞0…隣・お互いに・幸い・情け・後ろ側

　単純名詞1…割り・祭り・勢い・晴れ・行ない・断わり・次・話

　単純名詞2…集まり・起こり・終わり

　複合名詞1…大売り出し・割合・払い下げ・組み合わせ・申し合わせ事璽

　　　　　　　・受付係

　複合名詞2…暗れ着・上がり口

　複合名詞3…手続き・役割・昭和生まれ・値上がり

　（④　単純語と複含語

　単純動詞と複合動詞…合わせる一申し舎わせる，謡わせる一誘い合わせる，

　　　　　　　　　　生まれる一生まれ変わる，上がる一浮かび上がる

　単純名詞と複合名詞…H織れ一晴れ着，割り一役割

　く／・）　動言司と名詞

　1単純動詞と単純名詞…行なう一行ない，終わる一終わり，集まる一集ま

　　　　　　　　　　　り

　2複合動詞と複合名詞…受け付ける一受付係，売り記す一大売ウ出し，申

　　　　　　　　　　　し合わせる一申し合わせ事項
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　←）複合語の前部分と後ろ部分

　　　　　　　　　　　　上がりロー値上がり

　以上は，氏子計算機によって作成した，または，人手によって書き改めた

衷であるが，二つの表記の組み合わせについては，分新にはいる前に，さら

に人手による集計作業をした。それは，二つの表記のいずれにどの程度傾い

ているかを数値で表わす作業である。例えば，動詞オコナウと名詞オコナイ

について，同一個人が「行なう」　「行ない」または「行う」　「行い」と表記

している場合には傾きをゼロと考え，　「行なう」，　「行ない」　「行い」なら

名詞に1だけ傾いている，「行なう」，　「行いjなら名詞に2だけ傾いている

というように数値化し，耳語の維み合わせについて，集団別・年齢別に，そ

の傾きの数値の平均値と分散とを計算した。

　（2）分析

　本年度に分析を完了した事項は次のとおりである。

　1　被調：査者に関する1分析

　・項臼Aに関する分析…層・年齢・学歴・経験年数・新聞を読む時間・雑

　　　　誌を読む程度・手紙を書く数，など。

　・三日Cに関する分析…送りがな表記に迷うことがあるか，内閣告示f送

　　　　りがなのつけ方」を知っているか，またどう使っているか，など。

　2　個々の語の送りがな表記の分析

　　　　層別と送りがな，年齢と送りがな，学歴と送りがな，経験年数と送

　　　　りがな．新聞を読む時闇と送りがな，など。

　分析の済んだものから．記述を進め，報欝書の原稿としてかなりの分：量に

達したが，まだ以下の分析ra　Kが残っているため．44年度に分析が完了する

のをまって．一括して報告書として刊行する予定である。

　今後分析を進めていく劇ヨ

　1　名詞と動詞との相関．単純語と複合語との相関

　2　同類の語の相関関係

　3　実際に書く表記と読みにくいとする表記との関係
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　4　内閣省示「送りがなのっけ方」に関する関心と送りがな表記との関係

　盤　新聞語魏調査に伴う漢字および表記の研究（継続）

　本年度は，昨年度に引き続いて，漢字に関する調査研究を行なった。漢字

の処理は，度数の集計に主眼を躍く，長単位語データによるものと，よみが

な・語種などの情報を持った，短単位語データによるものとからなる。本年

度は，二者に重点を置いて処理を行なった。

（1）　磯械処理プmグラムの作成

　　漢字：調査のシステムを構成するプログラムのうち，漢掌拙出プログラム

　と情報書ぎこみプログラムは，すでに，昨年，完成したので．本年度は，

　次の（i）（ii）を作成した。

　　（i）　度i数カウントプログラム…漢字や用語例について．全体と層別の

　　　度数をカウントする。

　　（ii）　印字処理プPtグラム…各配列順の層別度数表をラインプIL｝ソター

　　　で，その見旧し字を漢テレで印宇するQまた，各漢字について，その

　　　長三吟語の用語例を漢テレで，その出典情報をラインプリンターで印

　　　臥する。

〈2）　1紙1年分長単位語データの機械処理（注）

　　（1）の各プログラムにより，次にあげるものを作成した。

　　（i）計算機オペLi　一ト

　　　・1紙1年分度数台帳（部首順・度数順・五十音Jll）・同筆数表

　　　。1紙1年分用例台帳

　　　・1紙1年分嵐典台帳

　　　・1紙朝刊蔚半分層別用例台帳

　　　・　　　tf　　〃　　幽典台帳・嗣出典表

　　（ii）　漢テレ印字

　　　・1紙1年分各配列順度数表見出し漢字

（注）　「1紙1年分」については，民営計量調査室の報告参照。
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　　　・1紙朝判前半分層別用例表

　　なお，1紙1年分の漢字度数集計の結果を下にあげておく。

（3）層別漢字表（1紙朝干1前半分）の作成

　　（2）で作成した，　1紙朝刊前半分用例表によって，層別区分ごとに，音

　訓，人名・地名などの用法が一覧できる漢字表の作成を始めた。これは，

　44年度中に完成する予定である。

（4）漢字の量的構造に関する試行的分析

　　！紙朝刊前半分の度数集計の結果に基いて，新聞における漢字の量的購

　造の特微，層男i1による漢字使用の特色などについて、実験的な分析を行な

　つた。なお、本研究室では，語彙調査の層別区分を参考としながら，話題

　別による区分を中心にした，12の層別区分を採用している。分析の結果お

　よび暦別区分の方法については，下記の文献を参照されたい。

　　野村雅昭「新聞使用漢字の試行的分析」（國研報告34所収）

漢字調査　1紙1年分　区分別ことなり度数とのべ度数

話　題　区　分 1・とな・麟iのべ度Ptのべ％

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1

政
外
経
社
国
文
ス
婦
芸
小
商
案

治・労

会・地

家
妻
漫
広
広

中
人
能
説
業
内

船
台
済
方
際
化
ツ
庭
楽
画
告
告

1，　603

　894

1，　4e5

1，　956

1，　522

1，　812

1，　476

1，　383

1，　995

1，　292

2，　197

1，　941

51，　171

6，　52e

65，　5e7

92，　865

41，　264

35，　819

35，　071

14，　614

56，　468

　6，　839

70，　446

153，　729

8．　12

1．　e3

10．　39

14．　37

6．　55

5．　68

5．　56

2．　32

8，　96

1．　09

葺．18

24．　39

全 体 t 2，　883［ 630，　3131
100
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漢寧調査 1紙1年分　度数分布i表

度数区間
ことなり

のべ度数
累計ことなり 累計 の　べ

度数
度数 使用率（％） 度数 使用率（％）

～5，001 6 45，136 6 0．2 45，136 7．2

5，000～4，001 6 25，905 12 0．4 71，041 11．3

4，000～3，00三 9 32，702 21 0．7 103，743 10．5

3，000～2，001 26 63，817 47 1．6 16γ，560 26．6

2，000～1，00ユ 112 150，611 159 5．5 318，171 50．5

1，000～　901 25 23，668 184 6．4 341，839 54．2

900～　801 26 22，042 210 7．3 363，881 57．7

800～　701 27 20，140 237 8．2 384，021 60．9

700～　601 27 17，472 264 9．2 401，493 63．7

60G～　501 64 35，396 328 11．4 436，889 69．3

500～　401 74 33，417 402 13．9 470，306 74．6

400～　301 111 37，543 513 17．8 507，849 80．6

300～　201 167 41，996 680 23．6 549，845 87．2

200～　101 279 39，675 959 33．3 589，520 93．5

100～　　91 37 3，510 996 34．5 593，03G 94．三

90～　　81 42 3，563 1，038 36．0 596，593 94．7

80～　　71 69 5，224 1，107 38．4 601，8玉7 95．5

70～　　61 81 5，273 1，188 41．2 607，090 96．3

60～　　51 61 3β38 1，249 43．3 610，428 96．8

50～　　41 101 4，609 1，350 46．8 615，037 97．6

40～　　31 133 4，708 1，483 51．4 619，745 98．3

30～　　21 145 3，685 1，628 56．5 623，430 98．9

20～　　11 236 3，536 1β64 64．7 626，966 99．5

～　　10 28 280 1，892 65．6 627，246 99．5

～　　　9 32 288 1，924 66．7 627，534 99．6

～　　　8 56 448 1，980 68．7 627，982 99．6

～　　　7 50 350 2，030 70．4 628，332 99．7

～　　　6 49 294 2，079 72．1 628，626 99．7

～　　　5 64 32G 2，143 74．3 628，946 99．8

～　　　4 76 304 2，219 77．0 629，250 99．8

～　　　3 117 351 2，316 81．Q 629，601 99．9

～　　　2 165 330 2，501 86．1 629，931 99．9

1 382 382 2，883 10G．0 630，313 1GQ．◎

舎　　　計 2，883 630，313
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　　　　　　　　　　E　今後の予定

く1）文字使用の実態調査

　　分析および結果の記述は，44年度中に完了し，報告書原稿としてまと

　め，刊行する予定である。

｛2）新聞の漢字および蓑記の研究

　　44年度は，漢字について，1紙1年分の長単位語用例表，1紙朝刊前

　半分の響別漢字表の作成を行ない，その分析に着手する。また，短単位

　語データによる，機械処理システムの設計および実際の機械処理を実施

　する。

　　さらに、表記についても，処理システムの設計を始め，まぜ書き語，

　かな書き語などの一覧表を作成する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石綿）
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電子計算機による語彙調査

新聞を資料とする

A　冒 」く

　婦人雑誌，総合雑誌，雑誌九十種と続けてきた現代語の用語の実態調査

を，カードによる人為作業から電子計算機による自動処理に移して，データ

の処理量をふやし、語彙調査の結果を今臼的課題の解決に役立つようにする

ことを紹的とする。

B　担　　当 者

　第一資料研究室の田中章夫，南不　：JS（43．2．28海外1－L脹），江川清，中野

洋，および言語計量調査室の斎藤秀紀，木村繁が，これに当たり，第一資料

研究室の小纈利子（43．2ほ皆目資著fi研究室へ配遣換え），益子芳江．堀江久美子，

花井夕起子，弾語計量調査室の阿部典子（44．3．31）星職），中野三千子（43．　7，31

退職），篠賑美代子，小高京子，田中由起子（43．8．1採絹）が，研究作業を助け

た。なお，プログラムの作成，機械のオペレーートなどの面で，臼立電子サー

ビスKKから電子計算機の占守員として派遣されている畜綺孝雄氏の助力を

得たQ

C　これまでの経過

　昭和41年1月から！2月までの新聞頚紙（朝日・毎H・読売）一年分を対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶとする語彙調査は，昭和41年度から作業にとりかかり，42年度末までに，サ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンプリング作業，計箪機にかけるための前処埋作業，および長単位処理プロ

グラムの作成は，ほぼ完了し，1紙朝刊半年分について，テスト・ラソを実

施した。漢字テレ・タイプによる原デ～タのさん孔作業と，それを入力して

長単位関係各種ファイル（磁気テープ）を作成するオペレート作業とは，昭

和42年度末までに，全体の3分の1に当たる1紙1年分について終了した。
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　　　　　　　　　　　D　本年度の研究作業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　本年度は，全体の3分の1に当たる1紙1年分について，短単位の処理を

進め，中間的な結果をまとめるための作業を中心として，研究作業を進め

た0

1　長単位入力データの検査

　長単位入力データの前処理（単位切り・層別記入・清書等）の作業は，前

年度において，全部終了したが，その検査は，全体の3分の2に当たる2紙

1年分が，本年度にもちこされた。本年度末までに，1紙朝夕刊半年分を残

して，他は，検査を終了した。

2　長単位入力データのさん孔

　長単位入力データのさん孔作業は，1紙夕刊半年分を消化したのみである

が，これは，短単位入力データのさん孔作業に主力を注いだためである。

3　長単位関係のオペレート作業

　昨年度，すでに作成ずみの1紙1年分長単位ファイル（磁気テープ）か

ら，各種長単位表を作成するためのオペレート作業を実行し，上位11043語

（異なり数）について，出典表（簡易五十音順），度数順表，層別表（度数

順）を，ラインプリンターに出力し，それぞれの見出語を漢テレで印字し

た。

4　各種長単位表の作表作業

　ラインプリンタが打ち出した出典表・度数順表・層別表と，漢テレが，印

字した見出し語とを，転写し，「簡易五十音順長単位表」と「度数順層別長

単位表」を作成した。また，この二つの表を使って，「長単位層内順位表」

を、手作業で作成した。これは，各層の上位100位までの長単位を，度数順

に配列し，各々の見出し語に，層内での願位と，層内での出現率をつけたも

のである。

5　短単位入力データの作成作業（中処理）

　長単位処理の結果，出力されてきた長単位の見出し語に，よみがなをつ
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け，付加情報（位置情報・語種清報e贔詞清報・活f月情報）を記入し，濾書

検査を経て，さん孔作業に渡すまでの処理である。この作業は，中間報普を

行なう1紙1年分については，全部終了した。

6　短単位入力データのさん孔

　中間報告が予定されている1紙1年分についての，短単位入力データのさ

ん孔作業は，本年度内に全部終わったQ

7　短単位処理システムの作成

　短単位データの機械処理のための処理システムは，つぎの5本のプPグラ

ムからなる。

　　・入力データ・チェック・プmグラム

　　　　　ーデ一瓢のミス，漢テレの機械的なミスパンチ等のチェックを

　　　　　　　行ない，エラー・データを捌三除するプログラム

　　・短単位ファイル作成プPグラム

　　　　　一短単位入力デ・・一タから，短単位ファイル（磁気テープ）を作

　　　　　　　成するプログラム

　　d’活用形処理プログラム

　　　　　一一活摺形を，終止形に変換し，各活愛馬ごとの度数を合計する

　　　　　　　プログラム

　　・短単位鵡挙用プログラム

　　　　　一短単位の五十音順表・度数順表等を，ラインプリンターに打

　　　　　　　ち出すと同時に，見出しを紙テープ（漢テレ出力用）にパン

　　　　　　　チアウトするプログラム

　　・類別短単位表作成プmグラム

　　　　　一億羅（語構成）情報・語種情報・品詞情報を利用して，語種

　　　　　　　鋼短単位表，酷詞別短単位表等を作成するプログラム

　以上についてのシステム設計・プログラムの作成は，本年度中に，完了し

たが，テスト。ランは来年度にもちこしとなる。
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E　今後の予定

　44年度中に，1紙1年分の長単位・短単位の処理を終了し，これについて

中間報告を行なう。残り2紙については，長単位入力デーータのさん孔，短単

位入力データの作成とさん孔を進める。

　機械処理関係では，1紙1年分の短単位処理を行なって，中閲報告用の出

力データを作るとともに，残り2紙の長単位処理を継続する。

　注）＊印については昭和42年度の年報（19）に報告ずみ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中）
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国語および国語問題に関する情報の収集・整理

　睡驕に関する学問の一般を知り，あわせて学界の動向や世論の動きをとら

えるために，前年度に引き続き，本年度も，昭和43年1月から12月までの刊

行の図書・雑誌・新聞について文献調査を行なった。これらの交献目録は，

その他の資料・清報とともに，当研究所編『国語年鑑』（昭灘4年版）に四重｛ik

されている。

　以下，そのおのおのについて分類し、濡数および点数により，大まかな傾

向を示すことにする。　（）内に前年の数を示し，今年のものと比較できる

ようにした。

　なお，この調査および国語年鑑に関する作業は，次のものが担当した。

　　　田原圭子　　耕藤菊子　　中曾根仁

　　　　　　　　　　　　1　刊行書の調査

　助語関係の刊行書について，書名・著（編）考名。発行所・発行年月■・

型・ページ数，ならびに内容を調べてカード化し，総数450冊の分類臼録を

作成した。

　刊行書の分類と，その冊数

歴「副　　　　　　1文　法1　　　・（・）

　　　羅憂般　　1鵬匝璽　　・（・）

旺司　　・（・）匠璽　　43鋤
匿翌　　6　a・・E互1二∠ヨ
厩彙・鋼　　　　　論漏葱穿．矯、搬
　　　語彙・用語　　　　　　　　7　（8）　　　　情報処理　　　　　　　　　5　（6＞

　　　人名・地名　　　　　　　　6　⑳　｝
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・ス・…ニケーシ・ソ
P

塵酬題
1一’t：・ig－tw　rEl

　國語教育一般

　学習指導一一me

　語彙・文字教育

　文法教育

　聞く・話す

　読む・読書指導

　書く・作文指導

　独学教育

　幼児教育

　特殊教育

　学力調査
　国語教科書・その他

藩纐究・蚕
他のぞ学語言

睡典・竹工1

8　（8）

3　（2）

6　（4）

22　QoD

7　（2）

1　（2）

1　（1）

21　QD

15　GO）

2　（2）

O　（6）

4　（2）

1　（2）

s　a＄

エ0（2）

24　B9）

　辞タ廷・用言吾集一般

　國語辞典

　用語辞典・用謡集

　特殊辞典

　索　引

解三等1

　資　料

　史　料

　解題・目録

　年　鑑

　　　　　　　計

O　（1）

7　a＄

17　U5）

15　（5）

11　aD

　　22凋
　　n　ao
　　12　a6）

　　13　a3）

403（382）HI｝

1追　補1

　国語学その他　　　　　　10　⑳

　方　言　　　　　　　　19（8）

　コミ：Lニケーショソ，マス●

　　　コミュニケーーション　5（0）

　圏語教育　　　　　　　　1⑪
　言語学その他　　　　　　　3　（3）

　辞典・用語集・資料　　　　9　⑱

　　　　　　総計　　　　　450（437）冊

聾　雑誌論文の調査

　主として当研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所

などの刊行物から，関係論文・記慕を調査し，題目。筆者名・誌名・発行年

月。巻号数およびページ数などを記載したカードを作り，分類別カード目録

を作成した。採録した論文・記事の総数は2，469点に達した（連載物などに

ついては，各園ごとに1点と数えることはせず，その題目について1点と数

えた）。

　1　一般利行雑誌，および大学・研究所等の紀要・報告類の種別数

　　a　一般刊行雑誌（学会誌も含む）……266（254）種

　　　国語・国文・言語ほか　　115鋤　　　　梢頭教育　　　　　　　　24鋤

　　　方言・民俗　　　　8㈱　　マス・コミ関係　　　15㈲
　　　顯語問題　　　　　4（4）　　耳輪語　　　　　10（9）

　　　　　　　　　　　　　　　　一82一



　週刊誌　　　　　　　　　1　（1）
　文芸　9　言長歌　。　芸霧旨　　　　　　　　　　　　7　　　（8）

　その他（教育・社会学・心

　b　大学・研究所等の紀要・報告類・・

2　論文・記蘂の分類とその点数

趣禰i
墜史1
　織語史一般

　訓点資料関係

匿声・音韻1

　音声・音韻一般

　史酌研究

　アクセント・

　　　イントネーション

匿・痛1

　：文字・字体

　用　字

　表　認

歴彙・画

語彙・用語一般

古　語

現代語

新語・流行；語

外来語

名づけ

辞書・索引

法

145　（lel）

33鰺
17鋤

2s　ao）

17　（7）

文

5　（6）

㈱
⑯
㈱

り
O
Q
》
2

1
　
9
翻

㈹
鋤
㈱
㈲
㈲
⑩
㈹

7
8
0
2
」
4
8
7

3
5
4

　文法上の諸問題（境代語法）59㈲

　交法の史的研究　　　　　45

　敬語法　　　　　　　　31
巨章・交点1

　文章・表現一般　　　　　71劔
　史的研究　　　　　　　　74　に2｝

　　　　　毫狸学ほか）　　　　　　　　　　69　　C71｝

　　　本年度臨舞寺にはいった雑誌

　　　　　　　　　　　　　　　13　pm

・… Q09（193）種

座・亟
上　古

中　古

中　世

近世以降

歴・民俗i

　方言一般

　各地の方雷

　　東　部

　　隣　部

　　九州・沖縄

　昆　俗

E・・ケーシ・ヨ

　　コミュニケーションー毅

　言譲生活

　言語活動

　　言語活動一般

　　書く・読む

　　話す・聞く

　情報処理

Eス・・1・・ケーシ三

　一般酌問題

　新　匿i

　放　送

　広告・山伝

　嵩　版

睡璽
　国語問題一般

　表記法
　　褻用漢字など

一83一

8　（9）

2e　ag

8圓
15　＠

38鋤

26　ea

工8　蘭

13　Cl｛D

3　（1）

13　C7）

29鱒

12鰺
61　os

37鋤
35　ee）

3　（3）

1　（5）

12　G9

3　（3）

8　〈2）

39　Cldi

13　aaj

13　a9）



国語教育

国語教育一般

雷語能力の発達

国語教育更

学習指導一般

視聴覚教育

ことばの教育一般

文字・蓑記教育

文法教育

ローマ字教育

聞く・話す

聞く・話す一般

言澄しこと1ま才津料

読む・書く一般

読解指導

作文教育

　古典教育

　特殊教育

　学力評緬

　隔語教科需・教材研究

三四の膨Eと痛1
　　　　　．一L．1’．1

言語ヨ
　雷語一般

　意味
　比較研究

　翻訳の問題

　三園譜研究

48團
7　atD

24　（9）

122　57｝

6　（O）

22　GD

31　（i6＞　1

21　〈g）　1

　　　E50　（7）

O　（5）

9　Q4）

22　（5）

27｛3岱

57幽
13　CXb

79鋤
13　tzD

14　a3）

2　（5）

ll　（19）

4　（9）

45鰺
．P．2　Q7）

120醐
30　“P

22　ez
15　（6）

31鶴

　外国語教育（学習）

　各顯の言語閲題

1資　料

資料一般

岡語資料

翻刻
闘　録

i時評・随筆

書評・紹介

59鱒
17　CD

O　（3）

14　（8）

20　（ltO

4　（4）

46　BZ

国語（学）その他　　　24鱒
語彙・文法　　　　　　　16　⑫

辞書・索引　　　　　12㈲
交章・文体　　　　　　　11　㈲

方言・民イ谷L　　　　 3（5）

園語教育　　　　　　14⑫
需語（学）その他　　　　17　鋤

　　　　言十　　2，274（1，831），点

追　　補

　圏語（学）その他

　音声・昔韻

　文字・衰記

　語彙
　文法
　文体
　方言
　国語問題

　麟語教育

　臼本語の研究と教奮
　需語（一’St’）その他

12幽
16　（6＞

s　ag

se　go）

22鰍
6　e“

12　os

3　（6）

25　（9＞

14　（8＞

3g　s2］

総計　　2，469（2，095），轄

19　新聞記事：の調査

下記の諸新聞から，関係記事を切り抜いたQ各月ごとに整理・製本し，資

　　　　　　　　　　　一84一



料として保存し．閲覧に供している。

　切り按き総数は1，338点で、その内訳は次のとおりである。

　1　竃馬の種類と切り抜き点数

日・夕干蜘

朝　欝
　　　）F－

（大阪）

毎　臼

（丁丁）

読　売

（ブ蔽）

東　京

産　経

日本経済

　　　）＊／（

253　（524，）

ll　eaj

154　（135／

　1　（一）／

1鷺｝
154　〈le2｝

91　（llg）

77　圃

北弓道

繭臼本

臨・U・その他
1．rm

臼本読書

置　番

旧聞協会報

教育学術

その他

97邸＞

128　（7gt

12　eo

35　翻

31鱒
26劔
11　ifg，

55　鱒
晋卜　！，338　（1，639）、転

　　　　　　（大阪）は，各紙の大阪版である。晦賑房一氏から，関係記事のある

　　　　ごとiこ憲送されたものである。

2　月別の切り抜き点数

　　　　1月目87　（143）　　2月

　　　4月／32（127）　5月

　　　7月　　104　　（119）　　　　8月

　　　10月　　130　　（127）　　　　11月

3　新聞記事の分類とその点数

く　
謄i語（rY．tt　J）一般

音声・音韻

巨　字

　文字・表記

　活　字

、，，．、　　彙

　語彙一般

　各種用語

　新語・流行語・隠語

　外瞳語・外来語

128　｛119）

9　a9＞

2　a＄

1　（3）

50　（30・1｝

1　劔

34　Q6）

49鱒

87　（170）

112　（127）

1！0　（136）

136　（13e）

3月

6月

9月

12月

　
　
名

書
命
名

　
　
．
　
泡

　
菩
づ

　
　
言
μ
　
題
名

辞
問
人

心＿法

109　（191）

118　（132）

89　（105）

124　（132）

文 体
｝

丈体・表現

方 欝

一85一

方言一般

方言と標準語

各地の方言

差
等
伽
㈹

3
4
8

2
ρ
◎
－
2

2ti　ag）

㈲
㈲
鱒

6
6
9
臼

－
　

Q
）



活生語言

言語生活一一・tW

ことばの問題

ことばづかいの問題

敬語の問題
lajt，一J’li一．v－i／iL．pdi’ifte1

書語活動一般

話すこと（聞くこと）

巽｝くこと（｝読むこと）

読　i，il

lSとぽと璽

塵問題1

　國語問題一般

　表記の問題

　　表記一般

　　当用漢字など

　　かなづかい

　　送りがな

　　かな書き

　　横書き・縦書き

　　人名・地名の表記

　　外来語表記

　　ローマ字

塵麺
　園語教育一般

　学翌指導の問題

47　（61）

14　el）

32　CoD

9　en

5　（8）

29　幽

19　（6）

ll　ae）

42　（31）

57　（3S

16　GO）

61　（rv）

3　（8）

2　（2）

7　（6）

i　（5）

14　（5）

1　〈一）

2　ae）

33　g7）

　　学習指導一般

　　話す（聞く）

　　読む（読書指導）

　　書く　（作：交揃導）

　交学・古典教育

　特殊教育

　視聴覚教育

　ローマ字教育

　学力テスト

　幼児語教育

1翻蟹
　言語一般

　外園語一般

　比較研究

　翻訳の問題

　外濁語教育

　外国語に関する紹介ほか

壁上の職と麺

；葵三。ニケーーシ・ソ1

19　（3）

5　（4）

10　（5）

lo　a4）

9　〈5）

ls　as

一　（1）

一　aD

3　（6）

ls　as

40鋤
16鰺
4　（6）

35鋤
30　（31｝

5　（4）

3s　ge）

マス・コミー般

新　聞

放　送

宣伝・広告

出　版

かほ介紹半間

15　（8）

4　（4）

13　q＄

12　（7）

lo　as

99　（112）

讃卿　1，338　（1，639），崇ミ

　上記のごとく，切り抜き点数は昨年よりも300点ほど少なかった。特筆す

べき動向も見られなかったが，しいて記せば，川端康成氏のノt・一ベル文学賞

受賞を機にして，日本語，および，巳本文学と翻訳の問題を各紙で取りあ

げ，種々の二丁から論じられたことである。

　また，分類別の点数で，各地の方言の項目が，例年に比して多いのは，西

日本新聞に，「西日本の方言」が，10月からほぼ豪健連載され，切り抜かれ

たためである。

　　　　　　　　　　　　　　　一86一



〔付〕　所外からの質問について

昭和43年度に電話で受けた質聞件数を月別に示すと次のとおりである。

計

月143年

　4月

873

5月

81　1　8！

6月

73

7月

66

8月

68

9月10月

93 75

11月

84

12月
44年
1月

68　i　55

2月

73

3月

65

　今年度受けた質問件数は，昨年度よりも100件ほど多かった。内容は，例

年どおり，多方’tlRにわたっていた。用字用語について168件（たとえば，態

勢・体制・体勢，形。型の使いわけな：ど，同音類義語についての質問が多か

った。），漢字の読み168件（このなかでは，表外漢字の読みについて39件，

難訓の姓名について39件。），かなづかい57件（とくに，　「こんにちは」の

“は”について，助講の“へ”についての質問が喬立って多かった。），送り

がな42件など。そのほか，敬語の使いかた，当用漢字，宇体，文法，外来

語，ローマ字の表記，研究所および研究所の刊行物についての照会なども，

例年のとおり質問の多いものだった。電話質問のほかには，はがき。三思に

よる質問が20通，薩接研究所に来所され質閥した人が15人ほどあった。

　以上の質問件数は，すべて質問の係を通ったもので，所員が直接1固人的に

受けた質聞は含んでいない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロヨ原，中曾根）
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図書の収集と整理

　前年度にひきつづき，研究所の調査研究活動に必要な研究文献および需

語資料を蚊集，整理し，利用に供したQ

　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈煮各位の御

好意に対して感謝する。

　昭和43年度に受け入れた図書および逐次刊行物の数は，次のとおりであ

る。

図　書

　　受入……・…………・・…2，300冊

　　　　　　購　入　　寄　贈　　製本雑誌　　その他＊　　　計

　　和書　　1，017　　171　　　258　　　　670　　　2，116

　　雫羊書　　　　　　97　　　　　　35　　　　　　　52　　　　　　　　　0　　　　　　　184

　　　計　　　　　1，ユ14　　　　　206　　　　　　　310　　　　　　　　670　　　　　　2，300

　　　　　　　　　　　　＊近代語研究室よりの保管転換（648冊）を含む。

逐次刊行物（学術雑誌，紀要，年報類）

　　継続受入……・……・…・……519種

　　　　　　購　入　　寄　贈　　　計

　　禾0　　　　　　　58＊＊　　　　420　　　　　　478

　　洋　　　　28　　　13　　　41

　　言十　　　　　　　86　　　　　　433　　　　　　519

　　　　　　　　　　　牌新聞（8種）を含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）
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　　　　　　　　庶　務　報　告

　　　　　　　　　1　庁舎および経費

1　庁　舎

　所　在　　　東京都北区稲付鎌脚町

　敷地

　建　物

　　本　館　　　　鉄筋コソクリートニ階建

　　藪書館　　　　鉄筋コンクリート平家建書庫積屡（3）

　　電子計算機室　鉄筋コンクリート平家建

　　その他付属建物

　　　計

2　経　費

　昭和43年度予箕総額

　　　　　　　　　　　　人　件　費

　　　　　　　　　　　　事業　費

　　　　　　　　　　　　各所修繕

　　　　　　　　　　　　施設整備費

　昭和43年度文部省科学研究費補助金総額

　　　　　　　　　　　　試験研究

　　　　　　　　　　　　一般研究　（c）

　　　　　　　　　　　　奨励研究　㈲

　　　　　　　　　ll　評　議　員　会

　　会　長　久松　潜一　　副会長　有光

　　　阿部　吉雄　　石井　良助　　江尻

　　　罷高　邦雄　　高津　春繁　　佐伯

　　　　　　　　　　　　一89一

次郎

　進

梅友

　　IC，　030m2

（延）　　1，576n窪2

　　　213m2

　　　！18m2

（延）　　エ，534i〕n2

　　3，　441m2

157，　172，　eOO　F］

86，　1！8，　OCe　iiJ

67，　758，　OOO　FL［1

　1，　324，　OOOf［1

　1，　972，　OOO　i：i：」

　　870，000ドヨ

　　550，0001二i，」

　　210，000円

　　1！0，000円



　　　　　1

　　　　　2

国立国語研究所

　第一研究部

　　話しことば研究室

佐々木八郎　　沢田　慶輔　　永井　健三

中島　交雄　　中村　光夫　　西尾　　実

西脇順三郎　　前田　義徳　　松方　三郎

武藤俊之助　　山本　有三　　渡辺　　茂

　　　　　　田　組織と職員

定　員

　　　　　教官　35　事務官　16　その他

組織および職員（昭和44年3月31冒現在）

書きことば硬究室

地方言語研究室

職
所
部
室

名
長
長
長

室　　長

室　　長

氏　　名

岩淵悦太郎

野元　菊雄

上村　幸雄

鈴木　重幸

中村　　明

高田　正治

衛藤　蓉子

餌尾　寅弥

宮島　達失

高木　　翠

田原　圭子

徳川　宗賢

加藤　正僑

本堂　　寛

二塁　亮一

高田　　誠

白沢　宏枝

山本　文子

一ge一

　　備

43．　4．　1

43．　4．　1

43．　7．　1

　25　計　76

　　　　　　考

第一研究部長に．界任

横浜国立大学に串向

第二研究部国語教育研
究室から配置換え

43・　… b論蹴鞠堺
43，4．1　東北大学に出向

・…6謂隷講朝轍
44。2．1　主任研究官に昇任

43．　4．　1　　採ヌ租

・3・一・・　・ e響欝料研



第二研究部

　国語教育硯究室

　言語効果研究窪

第三研究部

　近代語研究室

第四研究都

　第一資料研究蜜

轟
ス
実
庭
瀬
鯛
清
斑
冊
齢
榔
愛
獣
概
獄
敷

氏
撃
財
離
難
鵬
歯
髄
翻
鍵
瓢
融

文良細男

彬
珊
仁
脚
轍
甥
清
洋
擁
斯
概
一

　
　
根
　
　
不
　
　
　
久
夕
9
1

灘
棚
帽
猫
撫
南
澗
暢
獅
擁
艦
一

名
勤
長
長

　
常
職
非
部
室

長室

長部

D⑲長室

長
長

部
室

備

43．　6．　1

43．　7．　1

43．　6．　1

43．　6．　1

43．　5．　31

43．　4．　1

43．　4．　1

43．　6．　1

43．　4．　1

43．6，三

43．　4．　1

43．　4．　1

43．　4．　1

考

採用
第一研究部話しことば
研：究室から配置換え

主任研究官に昇任

第三研究部近代語研究
室から配置換え

退職

第三研究部長に昇任

近代語研究室長に併任
併任を解除

主任研究員に昇任
近代語研究室長に昇任

採用

第一資料研究室長に昇
任

採用



第二資料研究室

第三資料研究室

言語計量調査室

麻　務　部

庶　務　課

会　計　課

名
長

職
温

室　　長

室長（併）

部　　長

課　　長

課長補佐

諜　　長

課長補佐

毒
焔
雄
轡
赫
断
雛
門
門
租
概
螂
魏
繁
斯
秤
好
肝
三
三
彫
に
博
勃
解
畔
獅
瀞

　
　
　
美
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
美
　

臨
　
　
　
　
　

佐
　

清

氏
腱
麹
鴨
弓
懸
礁
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43．　6．　1

43．　5．　2e

43．　4．　1

’44．　2．　1

44．　1．　31

44．　3．　31

43．　7．　31

43．　8．　1

43．　4．　1

採用

退職

第一資料研：究窪長から
配置換え

第一資料研究室から配
置換え

退職

退職

退職

採用

東京教育大学学生部次
長力、ら酉己置換え

44．3．31退職



図　書　館

職　　名

館　　長

氏　　名

鈴木　　亨

筒非　士郎

金田　とよ

加藤雅子

中村　佐仲

船倉　正章

安藤信太郎

木村　権治

岩田　茂男

（欠）

大塚　通子

大浪由紀夫

備

　　　　　　　　　IV　講演会と公開展示会の開催

　昭和43年度は創立20周年にあたり，その記念行事として講演会と公開展示

会とを下記要領により行なった。

1．講演会

　　H　時　　昭和44年2月15日（土）　午後1時～4時30分

　　場　所　　新宿　紀炉国屋ホール

　　　あいさつ

　　　　一研究所と語彙研究一　　所　長　　岩淵悦太郎

　　　　語彙調査と基本語彙　　　．第四研究部長　林　四郎

　　　　形容詞の意味の特質　　　書きことば研究室長　西尾寅弥

　講演会には，国語関係岩，学校関係者等約300人が来会した。

2．公開展示会

　　日　時　　昭和44年2月22日（土）午前12時～午後4時

　　場　所　　国立国語研究所

　　　　　　　　　　　　　　　一93一



氏　　名

：大浦　信一

米萩　甚蔵

嘉藤　信夫

展示内容

　　各研究室の研究成果を要約し，て展示したほか，国立国語

　研究所20年のあゆみ，現代語音声の研究幼児言語の全

　　蟹調査，日本言語地図，電子計箕機による新聞の用語・

　　用字等の資料を展示し，また明治初期における文章表記

　　の実態をあらわす図書等を展観に供した。

　　V　内地留学生等の受け入れ

勤務・職名　　 研究題目　　　研究期間
富由県西砺波郡福光　国語学習揮鄭における個　昭和43．4．20から
町立福光中学校教諭　別化多様化について　　　　　　　6．14まで

蜜出県高岡市立志貴　学習指導法の改善（特に　昭和43．10．28から
野中学校教諭　　　　国語科を中心として）　　　　　11．7まで

富山県新川郡上市町　読解の基本的指導過程の　昭和43，11ほ1から
立上市中央小学校教　研究　　　　　　　　　　　　　11・　24まで

諭

ギュンター・ヴェソク

　　　　　　　西独ハンブルク大学教授（臼本語の接尾語の研究）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43．2．　から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．　まで

ユ968．　5．　1

5．　10・yl1

5．　2e”一21

5．30

6．　3fi一　4

　　w　日　　　記　　　抄

各省直轄研究所長連絡協議会昭和42年度下期定例総会（国立公衆

衛生院で）

第40回関東甲信越地区国立大学庶務部課長会議（東京芸術大学

で）

国立学校および所轄機関等庶務部課長会議（一橋講堂で）

大賢女子大学職員浮田章一氏ほか学生16名研究所見学

第27回文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議（日本都市

センターで）

　　　　　　　一94一



6．　4

6．　5

6．　5

6．　12”一13

6．　26

Z　2

7．　9

8．　2

8．　29

9．　4－su　5

9．　26N27

110．　3N　4

．10．　14－v15

10．　26

ユ1．11

’11．12

’IL　14

11．　15’一・16

ユ2．2

文部省所轄研究所長会議（東：京で）

第21回文部省所轄ならびに国立大学附羅研究所事務長会議（隅立

教育研究所で）

大牟照市立橘中学校教諭河村昭義氏ほか教諭3名研究所見学

著作権講習会（都立教育研究所で）

埼玉大学教育学部助教授外自映次氏ほか学生30名研究所見学

第67回国立国言吾石痔究附言乎議員会

議事

1
2
3
4
5
6

会長選出について

国立国語研究所評議員会運営規則案について

昭和43年度研究幽趣について

地方研究員について

昭和44年度概算要求について

その他

文化庁附属機関長会議（国立教育会館で）

昭和43年度東京地区労務管理協議会（東京商船大学で）

ユーゴスラビア・ノヴイサド大学言語学教授パヴレヴィチェ・ミ

カイヴィチニ氏研究所見学

昭湘43年度文部省共済組合地区別事務担楽者打舎会（茨城大学で）

第41圓蘭曲甲儒越地区闘立大学庶務部課長会議（等：都宮大学で）

第19回交部国所管研究所第3部会事務協議会（熱海で）

文部省所轄等研究所長会議（緯度観測所で）

甲南女子大学教授鎌田良二氏ほか学生6名研究所見学

鼓阜大学附属中学校教諭高橋善昭氏縁か2名研究所見学

朝日新聞校閲副部長笠坊氏研究所見学

東京成徳短期大学教授篠田罎｛氏ほか学生30名研究厨見学

昭和43年度文部省所管研究駈長会議第3部会（神戸市で）

第68回國立国語研究所評議員会

議事

　　　　　　　　一95一



　　12．　20

　　12，　25

1969．　2．15

　　　2．　18

　　　2．　22

　　　3．　14

　　　3．　19

　1．　昭和44年度概算要求について

　2．研究事業の中間報告について

　3．　20周年記念行事について

　4．　その他

国立騒語研究所創立20周年記念H

文化庁附属機関長会議（交化庁で）

国立圏語研究所創立20周年記念講演会（前記F）

ソビエト・ルムンバ大学教授アーラ・アキーーシナ氏研究所見学

国立國語研究所創立20周年記念公開展示会（前記恥

交化庁附属機関長会議（國立教育会館で）

第69回国立圏語研究所評議員会

議事

　1．研究報告

　2．　昭和44年度の予算の［kj示について

一・　96　一
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